
はじめに

蔡英文が再選してから 1周年となった 2021年 5月 20日、蔡は就任してから初めての恩赦を発

令し、台湾原住民1の狩猟伝統に対する尊重を強調して、マイノリティに対するメインストリー

ミング（族群主流化）を促進した。多元的な台湾社会を構築するために、ブヌン族の猟師・

Talum Suqluman（漢族名：王光禄）に対する恩赦が実施され、3年 6ヵ月の懲役を免除すること

が発表された2。2013年、Talum Suqlumanは台東で台湾野生保育類動物を狩猟した罪で警察に逮

捕された後、『野生動物保育法』（下記：野保法）と『槍砲弾薬刀械管制条例』（日本語：槍、大砲、

銃、弾丸、刃物など危険物を規制する条例；下記：槍砲法）に違反した罪で起訴された。2015年、

Talum Suqlumanに台東地方法院から懲役 3年 6ヵ月の判決が下されたことは、台湾社会全体、

とりわけ台湾原住民の 16民族の間に激しい反発を引き起こした。「現行の法体系は原住民族の権

利を看過する」、「狩猟実践は伝統習慣であり、犯罪ではない」、または「猟師は環境を破壊する

わけではなく、むしろ自然保護に最適な人々である」などの原住民の在来知と現行の法律の不調

和に関する議論が活発化した（裴 2017；官 2017）。さらに「原住民の在来知に根ざした狩猟規範

を構築すべき」、「現行の法体系を微調整しても無駄であり、主体としての原住民の自治権を求め

るべき」という異なる法体系の探求を求める意見も現れた（王 2017；浦 2013；王 2018）。この

Talum Suqluman狩猟事案3をきっかけに、台湾社会において在来知と近代的法体系の対立をめぐ

る論争が展開され、法学の分野にとどまらず、環境学、動物学、社会学、人類学など多様な視点
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（要約）

　近代的法体系と原住民の在来的知識体系の葛藤とそれに関する法の人類学的研究は、原住民運動の背

景を踏まえ、静態的な法テクストを中心に論じられたものが多く、その結論も主に現行の法体系の不足

や原住民伝統文化と近代社会の不調和に帰着している。ミクロレベルでの法律制定のプロセスや裁判官

の視点から法解釈の形成を動態的に分析する研究は少なく、そのプロセスに隠される法と在来知の相互

変容の可能性が見過されてきた。そこで本稿では、台湾原住民・Talum Suqlumanの狩猟実践をめぐる憲
法解釈案を例として、一人の大法官の発言と意見書を中心に、現行の条例が如何にして原住民の生をコ

ントロールし、それに対する原住民の反発と訴求が如何にして大法官の判断に影響を与えるのかを描写

しつつ、法テクストの表象に隠されている二つの文化観とそれらの変容と共約可能性を究明した。
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から注目されるようになったのである。

蔡の恩赦によって、過去 8年間続く、台湾原住民の狩猟権をめぐる一連の論争がようやく政治

的な終結を迎えた。それは一見、原住民が自身の権利を守り、法的正義を追求した歴史的な出来

事に見える。しかし、Talum Suqlumanは、自身の狩猟実践は憲法に保障されているはずであり、

逮捕そのものが憲法に違反すると主張し、司法院大法官（憲法裁判所に相当する）に憲法解釈を

求めた。その訴えに対して、大法官たちは、『野保法』と『槍砲法』は部分的に違憲であり、こ

れから相応の条文を改善すべきであるが、総体的には憲法に合致しており、原住民の権利を侵害

していない、と判断した。注意しておきたいのは、大法官の裁量が恩赦発令のわずか半月前の 5

月 7日に下されたということである。この意味で、蔡の恩赦は法体系の部分的な不足に対する手

早い救済措置に相当し、Talum Suqlumanが求めるような、原住民の在来知と現行の法体系の不

適合そのものが解決されたわけではなかったと言えるだろう。

台湾原住民研究者、人類学者である Scott Simonによると、司法院大法官が原住民権利を侵害

した法律を支持した当判決は、原住民の法体系〔筆者注：原住民の慣習法〕を一切認めずに統治

者の視点から原住民の「文化」を考察し、他者の文化の限界を決定した排他的権力の行使である。

そして、この判決は、原住民運動によって原住民自治権が獲得されるという目標の達成がいまだ

困難であることを我々に示した（Simon 2021）。Simonによる「原住民の法体系」の提示は、法

の人類学においてグラックマン＝ボハナン論争（Gluckman-Bohannan debate/controversy）、すな

わち、近代法体系と原住民の法体系との間の共約可能性、そして、近代法で原住民を裁くことの

正当性に関する議論を引き継いでいる。人種平等主義者であるグラックマンは、異文化への差別

に強く反対した。彼によれば、アフリカ在来社会の慣習法と欧米法の間には差異より類似性の方

が多く、共通するところが多いという（Gluckman 1955、229-230）。これに対して、ボハナンは、

アフリカ慣習法と欧米法をともに民俗体系 （folk system）に分類し、これらの民俗体系に対する

人類学の分析を分析体系（analytical system）と見なした。ボハナンによると、アフリカの慣習

法と欧米法は異なる民俗体系に過ぎず、西洋的思考の産物である分析体系によって両者を比較す

ると、最終的に欧米法を基準にしたエスノセントリズムの罠に陥ってしまう。言い換えれば、民

族平等を主張しても、その平等の基準が西洋の思想により制定されたものであるならば、その主

張は自民族中心主義的に他ならない。そのため、現地民の慣習法を独自なシステムとして扱うこ

とが適当であると、ボハナンはグラックマンの主張を激しく批判した（Bohannan 1957、4-5）。

両者の主張はそれぞれに支持を得たものの、論争は最終的な結論を見出していなかった4。こ

の論争は、異なる法体系の関係性から始まり、異文化間の差異と類似性の問題に至った。人類学

において、こうした異文化間の関係性は、今日でも議論の根幹をなすものである。すなわち、グ

ラックマンが主張した普遍主義とボハナンのいう文化相対主義は、いずれも人類学の本質に触れ

る。これに対し、桑山敬己は、普遍主義と相対主義は対立するものではなく、「個々の世界を越

えた共通の目標に向かって手を携えて進むために、他者理解経由の自己理解が双方にとって必要

なのである。この意味で、文化相対主義は普遍主義と一対であるばかりか、むしろ普遍主義を内

包している」と提起している（桑山 2018、15）。桑山の指摘は、ポストコロニアルの時期において、
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主権者の暴力性を反省することで、多くの人類学者がグラックマンより、ボハナンの主張に共感

的であったという状況を反映している。同様に、ボハナンと同じ立場に立つ Simonは、原住民

独自の法体系を尊重し、原住民が自らの文化を守るべきことを強調し、それ以外のやり方は原住

民権利に対する侵害であり、主権者による自文化中心主義的なものに過ぎないと批判した。これ

も、Talum Suqluman狩猟事案の判決に対する台湾社会における一般的見解のひとつである。

しかし、ボハナンの主張には無視できない問題点がある。それは、彼が個々の法体系／文化体

系の独自性に拘ることである（河合 1979）。つまり、近代法であれ、慣習法であれ、ボハナンは、

個々のシステムをそれぞれに一枚岩なものとして扱い、その中に法的柔軟性、及び各主体に応じ

た動態的な調整可能性を見過ごしている。Simonは、「欧米法と違い、台湾で現行する民法は成

文化／公式法化されており、裁判官の判決は主に既存の法テクストに限定される」とし、この判

決の不合理性が台湾の法体系に起因すると指摘した（Simon 2021）。彼の議論は、ボハナンと同

じように、台湾の法体系を静態的な一枚岩と見なし、システムの形成と実践に内包される無数の

論争、修正、解決、裁判などの諸要素により構成されるプロセスを等閑視している。その結果、

台湾の法体系に潜在する内発的な変容可能性を看過し、判決の不合理性の一部を法体系そのもの

に帰している。

今まで台湾における原住民在来知と現行の法体系の関係性に関する研究は、ほとんど二つの体

系の不調和、特定条例の調整、およびそれぞれの法体系の探求など、静態的な法テクストに重点

を置くものであり、法と在来知の衝突の背後に存在する法律を制定した権力者の意志と動機、彼

ら／彼女らの原住民在来知の扱い方の多様性、及び裁判事件の中で裁判者の判決に影響を与えた

様々な要素――裁判官自身の倫理観、自然観、原住民に対する態度、法体系に対する信頼――な

どが如何にして法的解釈の形成に機能するのかという観点を組み込んだ裁判のプロセスを動態的

に分析する視点は看過されてきた。そこで、本稿は、Talum Suqluman狩猟事案をめぐる憲法解

釈法廷において、大法官の議決の形成プロセスを動態的に検討し、原住民の在来知の要求によっ

て現行の法体系の中で内発的に変容する可能性を追求したい5。

誤解を招かないように断っておかねばならないのは、本稿は台湾における台湾原住民の狩猟実

践に関する現行の法体系の不足、または修正案を提起する批判法学的なものではないということ

である。代わりに、本稿は、近代法体系が原住民の在来知と緊張関係にあり、原住民の生を包摂

できないという現実を直面しつつ、そこから近代法体系と原住民の在来知との相互浸透によって、

原住民の在来知に向かって近代法体系の変容可能性を発見することを目指すものである。むろん、

本稿で提示される法体系の内発的柔軟性は、法自体の安定性／確定性を保障するために、どの法

体系にも内在しているものであろう（ラトゥール 2017； Gluckman 1955）。しかし、この柔軟性

の閾値、柔軟性と安定性との配置関係は、個々の裁判案や裁判官によって異なる。判決の形成プ

ロセスは、それぞれの要素が相互に干渉する過程であり、たとえ近代法体系と原住民の在来知の

いずれかに一致するような判決結果に至ったとしても、その過程を動態的に把握しなければ、そ

れぞれの要素配置と調整のあり方を見過ごし、矛盾の調和に向かって多様に変わっていく法の傾

向を捉えられない。また、結果だけを考えるならば、不変不易の法律体系というイメージが生み
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出され、結果として、判決を導く社会的な不正の理由を法体系そのものに還元することになって

しまう6。ゆえに、本稿の目的は、判決結果ではなく、判決のプロセスを動態的に把握すること

にある。

第 1 節　Talum Suqluman 狩猟事案とは何か

Talum Suqlumanは台湾原住民の一族・ブヌン族の猟師である。2013年、年老いた母に「肉を

食べたい」と言われ、拾った猟銃を用いて台東の山でタイワンカモシカとキョンを 1頭ずつ狩り、

持ち帰った。当時、タイワンカモシカとキョンは政府に「野生保育類動物」と指定されていたの

で、彼の狩猟行為は『野保法』違反の嫌疑で、台東地方法院で懲役 7ヵ月の判決を受けた。さら

に、彼が使用した猟銃は規格外のもので安全性に疑問があるため、『槍砲法』違反により、3年 2ヵ

月の刑罰が加わり、計 3年 9ヵ月の懲役刑となるところを 3年 6ヵ月の刑期に減軽された。それ

に対して、Talum Suqlumanは、自身の狩猟行為が原住民の伝統文化の一部と見なされると主張し、

『憲法』第 22条、および『原住民族基本法』（下記：原基法）第 19条を根拠に、狩猟権は憲法が

原住民に付与する正当的な権利であるとして無罪を主張し、最高裁判所に上訴した。最高裁判所

は 2017年、Talum Suqluman狩猟事案を審理した際、Talum Suqluman狩猟事案を含め原住民狩猟

実践に対する法的制限が多元主義を提唱する改正憲法に違反する疑義があると判断し、司法院大

法官に憲法解釈申請（これは、最高裁判所による初の憲法解釈申請であった）を行った。

当事案の争議を説明するため、まず『野保法』、『槍砲法』、『原基法』という三つの法律を概説

しよう。『野保法』は 1989年に国際社会の圧力のもと制定され、台湾における野生動物保護を目

的とした最初の法律である7。しかし、当時台湾における動物保護の観念は芽生えたばかりで、

台湾在来種の野生動物を保護することのみを考え、動物種集群が構成する生態系を考慮し、長期

的な保護計画を採用するということはしなかった。そのため、『野保法』はできる限り多くの在

来種を保育類動物として認定しようとしていた。この政策は、一部の保育類の動物を絶滅危惧か

ら守った一方、近年にキョンなどの動物が過剰に増殖するようになった原因でもある。近年、

Talum Suqlumanが狩ったキョンや、台湾原住民が頻繁に狩猟するタイワンザルなどの動物が保

護対象から外されているのは、『野保法』の初期段階に存在した誤りに対する救済措置とも言え

る8。

1983年に公布された『槍砲法』は、台湾社会全体を対象とする法的条例であるため、原住民

が伝承された猟銃を所有することに対して、有罪と判決された事例も存在した。2001年に台湾

原住民が猟銃を保有することは合法化されたが、許可された猟銃は自作猟銃、つまり伝統的な製

造法に従って作られた猟銃に限るものであった。しかし、ここでの「伝統的な製造法」は、実際

には台湾内政部が定めたものであり、政府によって規定された猟銃の製造法は、多くの現役猟師

にとって馴染みのないものであった。また、政府の製造説明に従って作られたものは、熟練した

技術に基づいたものでも、猟銃の安全性を保証できるものではなかったという9。その一方、

2020年にようやく弾丸などの猟銃用の部品の所有が合法化された。つまり、2001年から 2020年
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までの 20年間、原住民は猟銃の保有が法的に許可されていたとはいえ、安全性が保証されない

自作猟銃しか利用できないことに加え、猟銃の使用に不可欠である弾丸の保有が認められないな

ど、様々な法的制約を抱えていた10。猟銃使用は事実上、厳しく規制されたことで、原住民の狩

猟実践に関する猟銃利用が法的に抑制されていたのだ。

一方、1990年代以降、原住民自己主張運動のグローバル化の煽りを受け、自らの言語、文化、

土地所有など様々な権利を守ろうとする台湾原住民運動も活発化するようになった。例えば、「還

我族名」（私たちの元の名前を返せ）運動は、日本植民政府や台湾国民政府が長年にわたり、原

住民に恣意的に名前を付けたり、蔑んだりしてきたことに対して、原住民の自称を公式に認める

ことを求めた。そして、分類された 9民族に、原住民自身の要請に応じて新たな原住民族を加え

るというのが、この運動のもう一つの目的である。結果として、現在、台湾政府に認められてい

るのは、旧有の 9原住民族から、16原住民族になった11。同様に、奪われた土地の返還運動や、

政府による不合理な狩猟規制に対する狩猟権返還運動も行われた。こうした原住民族意識の高揚

のもと、2005年に原住民の自治権、文化権、言語権、及び狩猟権を保障することを目的とした『原

住民族基本法』が施行された。以上に紹介した二つの法律に比べて、2005年の『原基法』は歴

史が 20年ほど浅いが、『原基法』の施行に伴い、『野保法』と『槍砲法』における原住民に関す

る部分は、多かれ少なかれ調整された。例えば、『原基法』の第 19条は以下のように規定してい

る。

  　原住民は、原住民族保留地において、以下の非営利活動を合法的に行うことができる：一、

野生動物の狩猟は……伝統文化、儀礼、または私用に限る。

これに伴い、『野保法』の第 21-1条は相応の修正条文を公布した。

  　台湾の原住民族は、その伝統文化や儀礼に基づいて、野生動物を狩猟し、殺傷し、又はそ

れを利用する必要性を持つと認定される場合は、……制限対象外となる。

『槍砲法』も同じく当条例の第 20条を修正した。

  　許可なく自作猟銃、その主要構成部品または弾薬を製造、輸送、所持した原住民は、自給

自足の手段として使用するために 2,000元以上 20,000元以下の罰金に処する。罰則に関する

本条例の規定は適用されない。

つまり、原住民族が刑罰対象となる場合、「自給自足の手段」という条件を満たすなら、罰金

刑が課されることになった。そして、『野保法』の第 21-1条は次のように定めている。

  　野生動物に対する狩猟、殺傷または利用の行為は所轄官庁の承認を受けなければならない。
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申請手続き、狩猟方法、狩猟する動物の種類と数、狩猟期間と地域、および他の遵守すべき

事項は、中央主管庁と中央原住民族主管庁が共同決定する。

そのため、2012年に『原住民族基於伝統文化及祭儀需要猟捕宰殺利用野生動物管理弁法』（日

本語：伝統文化及び儀礼を目的とした原住民による野生動物の狩猟、殺傷及び利用についての規

則；下記：管理法）が執行されることになった。この一連の流れを受け、台湾原住民の狩猟実践

の申請手続きがより具体的に規定され、台湾原住民による狩猟実践の事前申請制度は法的に整備

されたと言えるだろう12。

以上の法律／条例の法整備の過程から見ると、台湾の法体系は原住民文化の法的地位を承認し

ており、原住民の要求を完全に無視しているわけではないことがわかる。しかし、『原基法』が

実行された 17年間、原住民の狩猟に関する裁判事案は依然として少なくなかった13。なぜならば、

法学的に考えると、『野保法』や『槍砲法』、および『管理法』の一部条文は法の明確性の原則に

違反する可能性もあるからだ。例えば、『原基法』に提起される「私用」という概念は極めて曖

昧である。その「私用」の主体は、猟師自身を指すのか、それとも、猟師の家族も含まれるのか

定かではない。かつての原住民の狩りは、部落猟師全員で協力して行っていたため、獲物は部落

全体で分け合わなければならなかった（黄 2000）。この慣習は現在でもある程度続いており、猟

師たちは動物を捕獲した場合、その獲物は部落の友人や家族に分け与えられる。原住民の在来知

において、「私用」の概念は、そもそも存在しなかったのである。さらに、原住民の狩猟場が国

家公園や大学の研究実験拠点に相当する場合14、狩猟活動はそれらの地方機関の承認を得る必要

があると『管理法』は定めている。このため、原住民が承認を得るため申請書を事前に提出する

際、「氏名、身分証明書、狩猟期間と地域、狩猟方法、部落の同意書、伝統文化・祭礼の時期と

地域、狩猟する動物の種類と数」を詳細に記さなければならない。つまり、『野保法』や『槍砲法』、

および『管理法』は15、原住民の在来的な需要に応じて原住民の文化的権利を認め、一部条文を

改正したが、実際には改正された条文の用語は極めて曖昧かつ不明瞭であり、原住民の生活と文

化に馴染まないものであったと言える。こうした用語は多義的に解釈される危険性を孕んでいる。

その結果、原住民猟師が刑罰に処される状況は、未だに続いている。原住民が伝統文化の一部と

しての狩猟実践を放棄するか、それとも警察に逮捕されることを恐れず、自分の狩猟権を主張し

続けるのか、という二者択一の窮状に陥ってしまっている。

第 2 節　司法院大法官会議とその議決

以上の法律と原住民の在来的狩猟実践のズレを具現化する代表例が、冒頭で言及した Talum 

Suqluman狩猟の事例である。前述したように、最高裁判所は『野保法』と『槍砲法』の一部に

違憲の疑義があることを理由として、これらの条文について憲法解釈を司法院大法官に請求した。

今年 3月 9日、Talum Suqluman狩猟事案など16に関連する条文――すなわち、『槍砲法』第 20-1

項及び 20-3項、『槍砲弾薬刀械許可及管理弁法』（下記：槍砲管理法）第 2-3項、『野保法』第
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21-1-1項及び 21-1-2項、『管理法』第 4-3項及び 4-4項に対して、大法官審理会は司法院にてそ

れらの条文が憲法の平等性原則および憲法が保障する原住民の文化発展権に違反するかどうかに

ついての口頭弁論を行った17。

口頭弁論の参加者は、解釈申請者である原住民猟師と代理人弁護士、関係機関である内政部警

察署、農業委員会、原住民委員会、人権委員会、及び原住民文化専門家と生態学者である。口頭

弁論の争点は主に、①野生動物保育と狩猟実践の矛盾を如何に解消するのか、そして原住民狩猟

権に対する規制（とりわけ事前許可申請制度）が比例原則に反するか否か、②狩猟用具が自作猟

銃に限るとする条項は違憲かどうか、に集中した。そして、当会議は、原住民族文化の専門家と

生態学者も招集し、台湾原住民の狩猟文化と自然環境の関係性や、現行の法的規制が原住民の狩

猟活動に与える影響など、大法官の質問に応じて提言を行った。解釈申請者と権力機関両方の論

告は以下の通りに概括することができる。

1．野生動物保育と事前申告制について

（1） 原住民猟師、代理人弁護士による意見

第一に、原住民の狩猟権と文化的発展の権利は、憲法で保障されるものであり、世界中におい

ても広く認定されている権利である。

第二に、原住民の在来知は、動物に対する虐殺や過剰な狩猟をタブー視している。地方の生態

系を熟知する猟師は、動物や自然環境、及び原住民の生活に関わる生態全体を保護する義務が付

けられている。つまり、原住民の狩猟権を守ることと野生動物の保育には対立するものではなく、

むしろ「相輔相成共栄共存」（相互に補完し合いながら共存共栄する）関係である。「狩猟行為が

野生動物の絶滅に繋がる」といった議論は、原住民の狩猟文化の全貌を把握していない外部社会

から原住民に押し付けられたスティグマに過ぎない。在来の知恵を用い、狩猟権を正しく行使す

ることを通じて、原住民は、野生動物や自然環境、自らの生活空間を保護することができる。

また第三の点として、今までの狩猟実践および野生動物の数、種類に関する統計情報から見る

と、原住民が主に狩猟するキョンやタイワンザルの数は減っておらず、2019年には保育類動物

対象から外されている。これは、原住民の狩猟実践が野生動物の種集群のバランスを崩すもので

はないことを農業委員会が正式に認定したようにも見受けられる。

最後に四つ目の点として、原住民の在来知によると、すべての獲物は祖霊からの贈り物である

ため、どこでいつ狩猟を行うのか、どのような動物に出会うのか、何匹の動物を狩るのかなどは

猟師自身によって決定されるものではなく、それに関する情報は予測不可能なものである。さら

に、Talum Suqlumanはブヌン族の猟師である。狩りに行く前に何を狩りに行くのか、動物を何

頭を狩るのかを誰にも言わないようにして、できる限り目立たないようにするのがブヌン族の慣

習と見なされる18。狩猟実践に関わる物事を事前に外部へ申告することは猟師たちの信仰に抵触

することである。条例施行の効率性から考えると、事前申告ではなく、事後報告と部落自治の両

方が整備されることで、生態系のバランスと原住民の信仰や自主性に対する尊重を両立すること

ができる。
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（2）農業委員会からの報告

農業委員会は、これまでの『野保法』の一部条文が原住民の狩猟権を侵害したと認めた。また、

長年にわたる原住民の狩猟行為と野生動物の数の関係性に対するモニタリングにより、生態系の

バランスが「良好な状態」に戻っていることが明らかになったことを指摘した。そのため、「狩

猟実践の開放」という原住民の請求を考慮に入れていることを明らかにし、原住民の協力によっ

て「良好な野生生物保育」状態が継続されることが期待できると述べた。（以上、原住民の第 1、

第 2、第 3の見解への応対）

そして、前述の『原基法』にある「私用」の概念をより明確的に解釈した。すなわち、「商業

利益のためではなく、自分や親族のため、あるいは伝統文化に則った部落同士の共有のみに利用

すること」といった内容である。

さらに、現行の事前申告制には実践上の柔軟性がなかったため、原住民猟師の当局への信頼感

が失われ、相互に協力し合うことができなかった現状を認めた。そのうえで、この状況を改善し、

原住民の請求に対応するために、①猟師個人の申請手続きを簡素化すること、②部落全体が狩猟

前に 1度申告し、狩猟後にも 1度報告する制度を設けること、③原住民による狩猟自主管理組織

が所轄官庁と交渉して行政的な契約を結び、原住民の自然資源利用権を回復させること、の三点

を提唱した。また、①から②を経て、③を目指し、原住民の自主性を尊重しながら原住民の狩猟

権を実現するという三段階の狩猟自律管理のシステムを提案した。

2．社会の安全性と猟銃の管理について

（1） 猟銃の安全性、これまでの猟銃管理制度、及び動物福祉の観点からの原住民の意見

まず、前述したように、元来原住民の文化には自分で猟銃を作る慣習はなく、職人に制作を依

頼したり、製造された猟銃を購入したりしていたが、『槍砲法』の施行により、猟銃は自作しな

ければならなくなった。その結果、猟銃を自前で製造することによって発生するリスクやコスト

のみならず、安全性も保障できなくなったことを述べた。次に、槍砲の不当な利用状況と猟銃の

利用で逮捕された原住民人数の年度ごとの統計によると、原住民による案件数は全案件の 5％未

満であることに加え、逮捕された原住民のうち 95％以上は、『野保法』や『槍砲法』に違反した

ことが理由であった。これらを踏まえると、原住民の猟銃の使用が社会全体の脅威に繋がってい

るとは言えない19。加えて現在許可されている自作猟銃は精度が低く、猟師が一発で獲物を仕留

めることができることは稀である。多くの場合そうした動物は逃げることができず、負傷しその

場で衰弱して死に至る。したがって、原住民文化専門家は、動物保護に関する国際的な潮流が、

動物に対する虐待を避けるために、狩猟の際にはできる限り動物を一発で気絶させることが望ま

しいと指摘する。ゆえに台湾でも自作猟銃より品質の良い猟銃の使用を許可することによって、

人道的な狩猟を行うことができるという内容を補足説明した。

（2）内政部警察署からの議論

内政部警察署によると、自作猟銃は精度が低く犯罪に転用されないため、原住民の狩猟権を保
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障しながら公共の秩序を守ることができるとし、公共の秩序や社会的責任に影響を与えないこと

を前提として内在的な信仰の自由を保護することは憲法に合致するとした20。また、一般人（非

原住民）の狩猟実践が全面的に禁止されているのに対して、現行の規制の枠組みの中で、原住民

の狩猟文化が例外的に認められていることを挙げる。さらに、内政部警察署は、一般人による銃

器／弾薬の所持が禁止されているのに対し、原住民による猟銃の所持が特別に認められているこ

とは、すでに原住民に対する積極的差別是正措置（affirmative action）であると強調した。そして、

自作猟銃の安全性に関する原住民の懸念については、自作猟銃の安全性を確保するため、関連す

る条例の改正が既に行われていることに言及した。

以上の原住民に対する農業委員会と内政部の対応を見れば、各省庁のスタンスを窺い知ること

ができる。農業委員会は原住民の狩猟権を認めているだけではなく、現行の法体系による原住民

の規制さえも必要とせず、原住民の在来知によって自然環境を守ることができると認識している

ことがわかる。また、大きな問題点の一つである、狩猟の事前申告の困難に対しても対応策を検

討しており、申請制度を徐々に改善していく意思が示された。一方、内政部警察署は猟銃の安全

性問題に対して「問題なし」と判断したものの、具体的な理由や根拠を提示せず、この問題が孕

むいくつかの懸念点に言及することを意図的に避けた。さらに、内政部は「公共秩序のため」と

いう名目で原住民の狩猟権を制限し続けるべきと主張している。それぞれの機関の対応の違いは、

それぞれの職能の差異――内政部が原住民と他のエスニックグループとの関係性に焦点を当てて

いる一方で、農業委員会は人と動物と自然の関係を扱っている――に起因していると考えられる。

原住民による狩猟に対する態度の賛否は、内政部と農業委員会だけではなく、台湾社会全体に

おいてもよく提起される問題である。言うまでもなく、漢人を主体とした台湾において、原住民

の狩猟権は「特権」に相当するので、原住民がこうした特別な対応を受けるべきかについては、

多くの議論がなされている。「台湾の山は皆の山であり、原住民だけのものではない」といった

意見など、原住民の狩猟権に対する反論は長い間存在してきた。内政部の論告を含め、このよう

な発言は、「法の下の平等」を前提に、すべての人にとって権利は平等であるべきだという立場

に立つものである。しかし、現行の法体系は原住民を主体として作られたものではなく、マジョ

リティの視点から構築されたものである。こうした不平等な権力構造――すなわち、潜在的漢人

中心的イデオロギー――が常に機能している。つまり、原住民の日常生活としての狩猟実践や生

き方が、漢人によって「特権」と認定されることは、「法の下の人間の平等権利」という名目で

主流文化へ適応させ、回収させる一操作に過ぎない。「平等の追求」という好意は、原住民にとっ

ては一層の圧迫になる恐れもあるのだ。

口頭弁論では、原住民狩猟実践の特殊性、及び原住民文化と主流文化の二元区分についても議

論された。この後提起された楊恵欽大法官による質問に答えた原住民法律専門家・王毓正は以下

のように言った。

  　今日扱っている原住民族の狩猟事件は、普通の事柄と同列に扱うことはできない、という
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事実を見失ってはなりません。……原
﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅
住民文化の外側に、支配的な主流文化が存在するので、

長期にわたって主流文化による抑圧のもとで原住民文化が主流社会に軽視されてきたと、私

は言わざるを得ません。なので、原住民文化に過剰な制限をかけてはいけないだけではなく、

積
﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅
極的に原住民文化を回復しなければなりません。……より多くの権限を原住民に与えるべ

きです。（傍点は筆者）

口頭弁論の 2ヵ月後、同年 5月 7日に、大法官による憲法解釈は「司法院釈字第 803号解釈」

として掲示された。その内容は以下の通りである。

1.『野保法』と『管理法』について

（1）元々許可された狩猟の動機であった「伝統文化、儀礼」の内容を再定義し、非営利私用とい

う新たな狩猟動機の条目を追加する。

（2）狩猟対象とする動物は保育類の動物を含まない。

（3）事前申告制は合憲であるが、実行の柔軟性が欠如しているため、申請期限や動物の数と種類

を申告することは違憲であると判断する。

つまり、（1）と（2）によって、『野保法』の第 21-1-1項及び 21-1-2項、つまり狩猟動機、狩

猟対象に対する制限は合憲である。そして、（3）によって『管理法』の第 4-3項及び 4-4項に申

請内容の部分は違憲である。

2．『槍砲法』と『槍砲管理法』について

（1）自作猟銃は憲法の比例原則と明確性原則に違反しない。つまり、『槍砲法』第 20-1項及び

20-3項に自作猟銃に限るという狩猟用具の規制は合憲である。

（2）自作猟銃に対する規制が不十分で、生命権を侵害する恐れがあり、規制案を修正する必要が

ある。つまり、『槍砲管理法』第 2-3項は違憲である。

以上の結果から見ると、Talum Suqlumanは非・自作猟銃を所持し、当時の分類において保育

類に該当する動物を殺害したため、この解釈の公表以降も続けて懲役 3年 6ヵ月の判決を受ける

必要がある。少なくとも原住民にとって、この憲法解釈は自らの狩猟権を守るという勝利を手に

したとは言えない。台湾における 16の原住民族にとって、狩猟動機、狩猟対象、狩猟用具に対

する規制、及び事前申告制の存在は原住民の狩猟権が大きく制限されることであり、彼らの権利

が「積極的に」守られていないことを意味することも言うまでもない。この結果からみると、台

湾社会において広く批判されたように、この解釈は原住民の権利をさらに侵害することになった

と言えるだろう。しかしながら、このような解釈を公布したものの、実際には 15名の大法官が

11件の意見書を提出し、そのうち 8名の大法官によって原住民権利の侵害という最終の解釈に

対して一部反対意見が付された。こうした結果に至った議論の過程と大法官の意見書をよく検討

すると、狩猟実践に関する大法官たちの考え方は個々人によって差があり、最終判断に至るまで、

彼ら／彼女らが非常に躊躇していたことがわかる。なぜなら、それは、単なる狩猟権の論争では
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なく、台湾社会における「原住民文化」の位置づけ、「主流文化」と「原住民文化」の配置関係、

およびその関係性を踏まえた法的策定など、より複雑な「文化観」の在り方という認識論的問題

の存在が導き出されていたからである。つまり、台湾原住民の慣習法と既存の法体系との衝突が

あった場合、大法官たちは幾つかの問題に直面しなければならない。原住民の在来知によって既

存の法体系を再編するかどうか、修正する場合は法的安定性を損なわずにどこまで修正すべきか、

修正しない場合は既存の法律のもつ法的柔軟性が原住民の権利を十分に保障できるのか、そもそ

も「原住民文化」と現行の法体系は調和できるのか、などの一連の問題である。

これまで本稿は、原住民の狩猟実践をめぐる法条項の矛盾、憲法裁判所の口頭弁論において関

係者各方の意見と法的主張、及び解釈文の最終結論に着目してきた。以下、この議決に至った経

緯と理由をより一層明確に検討するために、15名のうち楊恵欽という一人の大法官を対象とし

て、彼女の発言と意見書から析出された「法の調和者」という役割を分析する。楊氏は、協同意

見書（議決に賛成する書類）を提出した一方で、その意見書からは原住民に対する同情や原住民

伝統文化に対する認識が感じられる。楊氏は、前述した原住民の意見に応じて、現行の法体系と

原住民の在来知を相互に調整する必要性を強調し、原住民の在来知をより効率的に利用するため

の原住民部落参与制度を協同意見書に提案した。なぜ楊氏は、最終的な解釈意見書に賛成したの

か。結論を先に述べるならば、大法官としての楊氏は、憲法だけではなく、原住民、野生動物、

自然環境、社会的安全性などに関わる台湾法体系そのものの安定性を確保することを最優先にし

たのである。それと同時に、楊氏は、法体系の内発的調整可能性／柔軟性にも信頼を寄せ、現行

体系の下での原住民参与制度の実行が可能であると見なした。一見して矛盾した結論と意見書は、

台湾における法体系が法テクストに縛られる成文法から、原住民の在来知をある程度導入し、再

編される可能性を反映していた。

第 3節　楊大法官の意見書から見た「法の調和者」

『野保法』と『槍砲法』が施行されてから 30年間、二つの条例に抵触して原住民が刑に処せら

れた裁判例は少なくなかった。これらの裁判例の判決から見れば、刑罰を科すのか、行政処分を

科すのか、あるいは全く刑罰を科さないのかなどの最終的判断は、主に裁判官個人の原住民文化

に対する理解によって決定していると思われる。その理由は、地元裁判所に留まる法的判決のみ

ならず、ほとんどの法的判決が、机上の空論ではなく、結論を出すために過去の判決を広範囲に

参照することによって下されるからである。しかし、裁判の際に参考にできる過去の判決や原住

民の文化資料が欠如している状態で結論を出すには、裁判官個人による原住民文化の理解に依拠

するしかない21。今回の憲法裁判所で行われる憲法解釈の過程は、その後の法律制定や類似案件

の審判の結果にも影響を与えるため、15人の大法官、学者、当事者、弁護士などの関係者が協

働して、より慎重に検討することが必要とされる。

フランスの社会学者であるブルーノ・ラトゥールは、フランスの行政裁判制度の頂点である行

政裁判所、コンセイユ ･デタの裁判官が裁判事件を審理する過程を考察し、事件の最終的判決に
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影響する決定的要素が存在せず、逆にどのような事件であっても、複数の要素――ラトゥールの

言葉を借りるなら、「価値対象」（value object）――が絡み合いながら、相互に作用し、妥協し、

拡張しながら、ようやく最終判決に至ることを指摘した（ラトゥール 2017）。ラトゥールによれば、

多様な「価値対象」は裁判官の推論プロセスと結果判断に干渉する要素であり、現行の法体系の

権威性、公平や正義などの品質統制など顕在的な要素はもちろん、裁判官による躊躇や疑念、さ

らに内省も同じく「価値対象」になり得る。そして、「すべての価値対象が一連の試練を体験し、

その循環が加速も減速もする修正行為の中に、それ自体を明示しているのである。それぞれの小

さなエピソードの中で、全体的な緊張関係、ベクトル、流れ、圧力がわずかに再編された」と論

じた（ラトゥール 2017、187）。言い換えれば、裁判結果の背後で潜在的に機能するのは、社会

各層間に散在する拮抗関係を部分的に破壊し、修正し、再編する絶え間のない調整プロセスであ

る。つまり法の分析は、静態的な裁判結果より、結果に至るまでの動態的な裁判過程に巻き込ま

れた「価値対象」を考慮に入れ、それぞれの価値対象が如何に再分配され、再統合されるのかを

詳細に観察し、分析する必要があると考えられる。

前述の通り、憲法解釈の結論について、15人の大法官は合計 11件の意見書を提出し、これら

の条文が合憲か否か、どの部分が違憲なのかについて各大法官は異なる意見を有しており、狩猟

実践や原住民の狩猟権の解釈が複雑であることを訴えた。実際のところ、憲法解釈会議に参加し

た主体は、当事者である原住民（と代表人弁護士）、原住民族権利擁護団体、内政部警政署、行

政院農業委員会などの直接な関係者だけでなく、司法院の前で狩猟権の全面的な開放に抗議した

動物保護団体と自然環境保護協会、メディア、狩猟許可を発行する権限を持つ国家公園管理局、

さらに大法官自らの政治観や自然観――例えば、黄虹霞大法官は動物保護主義者で、口頭弁論で

も意見書の中にも「人類中心主義」に強く反対し、「万物は等しく霊をもつ」と主張した（「原住

民伝統文化」に対して、黄氏も独特な意見を持つ。この部分に関しては後述する）――なども、

価値対象として憲法解釈の過程に参加しているものである。

本稿では、口頭弁論、及び 11件の意見書を参照し、とくに楊恵欽大法官の口頭弁論での発言

および同氏の協同意見書を代表例として、多様な「価値対象」が如何にして同氏の法律観、動物

観と原住民狩猟文化に対する理解に影響を与えたのかを分析したい。15人の大法官から楊氏を

選択する理由は、以下の通りである。

1.筆者が楊氏を選択する契機となったのは、口頭弁論において、楊氏が「原住民の飲食慣習は

伝統文化の一部であるのか」、「そもそも伝統文化とは何か」と質問した唯一の大法官であった点

である。つまり楊氏が伝統文化という「当たり前」の現象を探求する者であり、楊氏の最終結論

が既存の概念のカテゴリーに疑問を投げかけ、反省し、探求しつつ得られたものであると期待さ

れるからである。

2.後述するとおり、楊氏は、既存の法的条文を断片化させ、それぞれの部分に「違憲」と「合

憲」の烙印を押した。筆者は、この方法に、多様な「価値対象」をともに機能させながら、具体

的な出来事により柔軟に対応するための法の内発的調整を強調する「法の調和者」としての役割

が反映されていると考える。
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3.独自の協同意見書を提出し、憲法解釈の最終結論が自身の意見とほぼ一致した楊氏は、反対

意見を出した他の大法官に比べ、既存の法体系に対して妥協したとみられる。しかし、前述した

ように、楊氏は台湾法体系の安定性を確保することを前提としており、その法の内部的変容を提

案したという点で、法体系自体の要請に応じた形で、原住民の在来知を引き受け、台湾法体系が

再編される可能性を示したからである。

以下、本稿は、楊恵欽大法官の法廷での発言と協同意見書から、楊氏の結論に影響した複数の

「価値対象」についての検討を進める。本事件における三つの争点――狩猟動機、狩猟用具、狩

猟対象に関して、楊氏は「第 803号解釈」と異なる点を補足意見として協同意見書に加えた。そ

の内容について、筆者は 3つの許容のかたちとして、「構わない」という言い回しでまとめ、説

明する。

1.「私用」のためでも構わない

口頭弁論で、楊大法官は原住民文化と法律を研究する原住民学者・浦忠勇に以下の質問を投げ

かけた。

  　あなたの意見書の中で、原住民の狩猟実践は彼らの食生活の一部であると書いていますが、

原住民の食生活も彼らの伝統文化の一部であるということですか。

『原基法』では「伝統文化、儀礼、または私用」のための狩猟が合法と規定されるが、『野保法』

では、合法となる狩猟原因が「伝統文化、儀礼」のみと規定されている。それゆえ、「私用」の

ための狩猟を行ったことを理由に多くの原住民が逮捕されてきた。そのため、楊氏の質問の内実

は、『野保法』による「伝統文化、儀礼」に基づく狩猟実践は許可されるが、原住民の飲食慣習

――多くの場合、それは「私用」と扱われる――は「伝統文化、儀礼」の枠内に収まるのか、と

いう「伝統文化」の定義と範囲を確認するものであった。

そして、原住民研究者であり、自身もツォウ族である浦氏は、次のように答えた。

  　伝統文化とは、知識体系、生活習慣、そして日常生活における価値観、倫理観、自らのア

イデンティティが含まれており、自然観や宇宙観も含まれているかもしれません。……飲食

慣習と言えば、原住民族では、特殊な食材やその味わいや独自のレシピから、共食の儀式、

出産、結婚などの人生儀礼の際に特別に規定される飲食までのすべてが私たちの伝統文化に

含まれるものです。……要するに、すべての台湾原住民族は文字を持たないため、原
﹅
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よ。その中で、狩猟活動は最も良い伝承方法とも言えるでしょう。そうしないと、いわゆ

る伝統文化の伝承はただの机上の空論に過ぎません。伝統文化は博物館の観賞用文化、ある

いは観光のための偽文化になる危険性がありますから。（傍点は筆者）
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浦氏の答えは、資本主義と近代化の潮流が主流となった現代世界において、原住民とその伝統

文化が直面している窮境を、原住民の視点から指摘したものとも言えるだろう。現代社会におい

て、原住民の伝統文化は決して非難され、禁止されるものではなく、グローバルな原住民運動が

活発になって以降、その保護と開発が世界中で積極的に推奨されている。しかし、その前提とし

て、原住民文化は既存の支配的な権力者によって制定された規範を越えず、権力者が規定した許

可の範囲内で、その存続が容認されていることを看過すべきではない。すなわち、主流文化を脅

かすことのない限りにおいてのみ、原住民の伝統文化の合法な地位を認めるということである。

その結果、「多元的な社会を構築しよう」というスローガンが現れ、多文化主義のようなイデオ

ロギーが世界中に拡張する一方で、原住民の伝統的な実践が依然として様々な形で制限されると

いう矛盾が生じている（Hale 2002; Clifford 2013）。多文化主義社会を創ろうと標榜する台湾もそ

の例外ではない。本稿に登場する猟師 Talum Suqlumanはブヌン族の名を持つものの、メディア

の報道や裁判所の意見書では、ほとんど漢族名が使われている。また、現在台湾において、原住

民の身分証明書に記載される名前は、原住民の族名として登録することを認めるが、それと並行

し漢字の名前を登録することも必要とされる。それは、原住民でない人々にとって読みやすくす

るために制定された政策であると内政部は説明してきたが、このことは日本植民政府統治時期の

「皇民化政策」によって（近藤 1996）、改姓名政策を通じて原住民を教化し、同化させた政策を

連想させる。

一方、原住民の文化は世代にわたって伝承されるものであり、浦氏が述べたように、博物館に

展示され、保護されるものではない。アメリカの歴史人類学者であるジェイムズ・クリフォード

によれば、原住民は何世代にもわたって自らの伝統文化を日常的に実践することで、原住民その

ものになることができるのである（indigenous becoming）（Clifford 2013）。すなわち、原住民で

あることは、単に「原住民」のレッテル（そのほとんどは他者から定義されるもの）を他者から

貼られることではなく、狩猟を含めた在来的生活実践を通じて一族のメンバーになることこそが、

「原住民の生成」に内在する核心であると考えられる。

楊氏の同僚である黄虹霞大法官の意見書は、こうした外部から定義される「原住民」レッテル

を理解するために最適な例である。黄氏は、「これこそ保護すべき伝統文化」というフレーズを

2回使い、彼女自身がこだわる「ほんものの原住民伝統文化」を明確に提示した（黄 2021、

4-5）。原住民の狩猟権は憲法によって保障される原住民の合法な権利であると黄氏は認めたが、

「狩猟用具」（自作猟銃と非自作猟銃両方を含める）、及び「私用」という狩猟動機は、「必ずしも

原住民の狩猟文化に含まれるわけではなく、あるいは含まれるべきではない」と反論している（黄 

2021、6）。黄氏によれば、原住民の狩猟文化に関しては、「狩猟実践」に焦点を当てるよりも、「環

境と共生する精神」が提唱されるべきである。黄氏は意見書でレトリックの表現を何度も使用し、

「伝統文化」と「現代社会」の間には時代による断絶が存在すると表現している。彼女の認識に

おける、「原住民猟師」の「正しい」扱い方は、山に住んで自然を満喫し、アニミズム的な霊を

認知し、伝統の狩猟場を守ることを通じて、生態系を保護するものである。したがって、黄氏は、
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  　（猟師が）伝統的な領域を巡回し、そして神々は猟師に獲物や野菜を与えたのではないか。

神様からの贈り物であれば、（銃などの）武力で奪うものではないはずで、わざわざ銃を使

う必要性があるか。（黄 2021、5）

  　野生動物の狩猟、特に非自作猟銃での狩猟は、自然環境によって原住民に与えられた権利

であると主張すべきか。（黄 2021、8）

と述べた。言い換えれば、黄氏は自分が定義した原住民伝統文化の在り方にこだわるあまり、

狩猟権を主張する原住民に対して、「（銃を使用した狩猟は）伝統文化の一部ではない」と非難し

たのである。当然、このような原住民に対する第三者的な目線と原住民伝統文化に対する想像に

対して、今回の解釈申請者のもう一人であるプユマ族の原住民からは批判が殺到した。

  　（黄虹霞大法官の意見は）殺戮が存在するという事実、現象とその機能をわざと回避した。

現実において、そもそも野性的世界そのものは殺戮の世界であり、野生世界において狩猟す

る（動物間の狩猟も）ことは造物主に作られた自然環境の一環である。殺
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生し、相互作用し、交流する（非言語的に）ことに関して、狩猟はその一つの手段である。
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（プユマ族補充意見書 2021、4-5）。（傍点は筆者）

一方、浦氏の意見を聴取した楊恵欽大法官は、黄氏と異なる結論を出した。

  　原住民の狩猟実践は、自然環境の中で生存するために、必要なエネルギーを補うための手

段、森の野生動物と共存共栄していくことによって生まれるものである。そこから独自の伝

統文化を生み出した。したがって、日常生活において、非商業利用の場合、原住民の人々が

野生動物を狩猟することは、原住民の伝統文化の一部ではないとは考えられない（楊 2021、

10）。

原住民の伝統文化は在来的宇宙観、もしくはアニミズム的な、霊的な存在などの形而上的・抽

象的なものに限らず、日常生活や飲食慣習にも広がる伝統文化の一部である。こうした「伝統文

化」の定義を、楊氏は受け止めた。そのため、楊による法的な修正のメカニズムは、『原基法』

に保障された原住民の「私用」（日常生活と飲食慣習など）の権利も「伝統文化」のカテゴリー

に回収すべきであり、したがって、同じく原住民の「伝統文化」を保護すると規定される『野保

法』でも、「私用」のための狩猟も合法であると定める条文を追加すべきということである。こ

の過程で、原住民学者からの声は一つの「価値対象」として、楊の判断に影響を与えた。
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2．非自作猟銃でも構わない

「司法院釈字第 803号解釈」では、狩猟用具を自作猟銃に限ることは合憲である、と最終的に

判断された。この判断に対して楊恵欽大法官個人は基本的に賛成したが、現段階の制度では足り

ず、さらに修正すべきであると語った。協同意見書の中で、彼女は以下のように補足した。

楊氏は、原住民の伝統文化、とりわけ狩猟実践を法的に保障するために――自作の基準も曖昧

である（楊 2021、6）のにもかかわらず――狩猟用の猟銃を自作と非自作に分ける必要はあるの

かという疑問を提示した。楊氏の考えには、猟銃は弓矢などの用具と同様、あくまでも狩猟用の

道具であり、自作であるかどうかにかかわらず、使用の効率、かつ使用者に対する安全性を優先

的に考慮すべきである、というものがある。そのために、楊氏は、銃や弾薬の安全性を確保する

ことを前提に、狩猟用具や狩猟活動の管理システムを確立することができれば、自作猟銃以外の

狩猟用具を開放することも容易になるとしている。しかし、審査の争点ではなかったため、楊氏

の同僚の多くは、彼女による原住民の非自作猟銃使用権の開放という提案をそれ以上議論するこ

とはなかった。それに対し、楊氏は「残念なことではないとは言えない」と述べている（楊 

2021、3）。前述したように、そもそも原住民の在来的文化には、猟銃を作るという慣習がなかっ

た。それは台湾の主流文化や権力機関によって作られた「原住民伝統文化」に過ぎない。楊氏に

とって、伝統文化は自作猟銃によって伝承されるわけではなく、むしろ狩猟実践そのものを通じ

て、世代にわたって続けられるものである。この過程において重要なのは、実践であり、実践す

るための狩猟用具である。ゆえに、自作猟銃であるか否かにこだわる必要はない。言い換えれば、

自作猟銃はもちろん、猟銃そのものは実践される原住民伝統文化ではなく、狩猟行為こそが伝統

文化であり、猟銃は複数の狩猟道具のうちの一つにほかならない。

さらに、意見書の末尾で楊氏は、農業委員会が提案した三段階の狩猟自律管理のシステムを高

く評価しつつ、それに基づいて「部落参与システム」（部落参与機制）という制度の構築を提案

した。現在の狩猟審査制度を担当している組織は、主に農業委員会と原住民族委員会である。そ

れらに限らず、原住民の狩猟実践のあり方――集団的な狩猟行為、共食の伝統習慣、及び部落の

規範やタイヤル族の gagaやセデック族の gaya22などの原住民の在来的観念――を最もよく知っ

ている各部落が狩猟審査制度に参与し、農業委員会や原住民族委員会との協働によって、自らの

狩猟実践をより柔軟に管理すべきであると指摘した。「そうすると、より憲法の精神に合致する

ようになる」と楊氏は意見書で述べている（楊 2021、16）。

楊氏の意見の表現方法から、彼女が原住民／原住民学者自身が語る、あるいは実践する「原住

民の生き方」を真摯に受け止め、現在厳しく管理されている原住民の生に対して同情を示してい

ることが窺える。例えば楊氏は、現行の法体系による「原住民の狩猟用具や狩猟する動物の種類、

数、期間、区域などの規制」は、主流社会による外的規範に過ぎないと指摘した（楊 2021、

15）。一方、彼女は大法官であるため、原住民在来知と在来的法体系がもたらした既存の法体系

との衝突に対する現実的な措置、あるいは、人間、動物、自然環境を含める全体を対象とする法

的安定性と原住民を対象とする法的柔軟性との配置関係を明確に定義しなければならない立場に

も置かれている。その相克に悩みつつ至った最終的な折衷案は、「現行の制度と部落の参与」の
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構図を生み出した。「現段階では実現できないが、これから期待できるだろう」（楊 2021、16）

という態度には、こうした「主流社会／原住民部落」や「現行の法体系／原住民の在来的法体系」

をめぐる理想的な配置関係を未来の法発展、いわば法体系そのものに任せる狙いがある。さらに、

楊氏が協同意見書を提出した一方で、わざわざ二つの提案に言及したのは、グローバル化や都市

化に伴い、原住民文化が徐々に消滅していくことに対し同情心が働いたからであると考えられる。

楊氏は、原住民狩猟文化の伝承に対して、以下のように同情する態度を示した。

  　主流社会の経済的な変化は、原住民族の人口移動（外部へ移住）に対して相当の影響を与

えた。ゆえに、主流社会の変化により、原住民の日常実践と持続的伝統文化伝承を支える狩

猟文化は徐々に縮小、衰退、破壊している…（楊 2021、5）。

さらに、楊氏が自作猟銃の安全性に関する修正案を提唱したのは、原住民の命を守ることに限

らず、原住民がもつ猟銃の安全性への懸念を軽減し、伝統的な狩猟文化に積極的に従事すること

を推奨するためである（楊 2021、4-5）。

猟銃選択の開放から、原住民の在来知に基づく「部落参与システム」を導入するまで、楊氏の

提案は、前述した学者、王毓正のいう「積極的に原住民文化を回復すること」という助言と共鳴

する。楊氏の提案に反映されている幾つかの観点――猟銃をめぐる人命の考慮、原住民文化に対

する扱い方、原住民文化伝承の現状とそれに対する同情――いずれも楊氏の判断に影響した価値

対象であろう。

3．保育類の動物を狩猟しても構わない

野生動物の保護政策についても、楊恵欽大法官は、彼女独自の見解を提示した。

  　原住民に代々受け継がれてきた生態学的知識、及び「竭澤而漁〔筆者注：池を干して魚を

取る〕」のようなことがタブー視され、環境と共生するという観念を内包する原住民伝統的

な狩猟文化を尊重するうえで、（行政権を持つ）所轄官庁は、『野保法』の立法趣旨に沿って、

より柔軟に調整できる規制モデルを制定すべきである。憲法の解釈者はこのモデルを尊重す

べきであり、より適切なアプローチであると本席は考えている（楊 2021、14）。

ここで、楊氏は、環境保護の理念と原住民の在来知が矛盾していないことを強調している。一

般類の野生動物や、保育類の動物などのカテゴリーに拘わらず、何世代にもわたって在来的な知

識に基づいて狩猟を行ってきた原住民は、元々は動物の保護者であり、保護すべき動物を絶滅さ

せるような狩猟実践は、部落においてもタブーとみなされてきた（林 2003；王・童　2012）。そ

のため、動物保護に関与する機関は、既存の基準でこの在来的実践を規制するより、原住民の実

践と野生動物の集群の現状を優先的に考慮し、具体的な状況に応じて、野生動物に関する政策を

調整するだけで十分である。言い換えれば、野生動物を含め総体的な環境や生物の多様性を保全
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する限りでは、「保育類の動物を狩猟しても構わない」との楊氏の見解を示したのである。楊氏

のほかの主張――「私用のためでも構わない」、「非自作猟銃でも構わない」――を含め、原住民

の日常生活における在来的な需要や原住民狩猟文化の伝承が難しい現状を考えると、楊氏の見解

は理解できないわけではない。しかし、保育類の動物を対象とする狩猟解禁は、世界中で流行し

ている動物保護や環境保護の理念とは正反対であるため、ほかの大法官や一般人から見れば、楊

氏の意見は荒唐無稽に思えるかもしれない。例えば、「保育類の動物に対して、現行の『野保法』

はまだ不十分であり、より厳格な保護政策を制定する必要がある」とされ、楊氏の観点と正反対

の解釈が提起されもした23。しかし、楊氏は、協同意見書の冒頭で憲法修正条文による「環境と

生態保護のバランスを確保すること」を強調する一方で、一般類や保育類に拘わらず、原住民の

狩猟対象の全面的な解禁を主張した。なぜ、こうした一見矛盾するような結論に達したのか。そ

れは、原住民の慣習法と現行の法体系を平等に扱った上で、前者に従い、原住民権利と生態保護

との矛盾が自然になくなると楊氏が意識したからである。

  　野生動物が保育類と一般類、またほかのカテゴリーに分類されるのは、法的規定によるも

のである。一方、原住民の場合、森林の保護や生物多様性の維持、持続可能な開発を目的と

した伝統的な狩猟文化や狩猟規制には、在来的な規範が元々内在している。ただし、この在

来的な規範は、主流社会が作った外的な法的規範とは異なる（楊 2021、12）。

と、楊氏は書いている。また、楊氏は次のように述べる。

  　立法者は、野生動物を狩猟する必要性という不明確な法的概念を具体化にするだけでなく、

『
﹅
野
﹅
保
﹅
法
﹅
』
﹅
の
﹅
目
﹅
的
﹅
及
﹅
び
﹅
規
﹅
則
﹅
に
﹅
基
﹅
づ
﹅
く
﹅
、原住民の実際の需要に応じてもっと詳細に、技術的

かつ実際的に規制できるようにしたのである（楊 2021、13）。（傍点は筆者）

楊氏は、原住民の狩猟実践の「必要性」を認定する権力機関が存在するため、原住民の狩猟実

践及び彼らの狩猟権は、最終的に権力機関、立法者、そして現行の法体系の判断に委ねられる必

要がある、と主張した。つまり、台湾原住民が独自の法体系と在来知を持つこと、環境保護と自

分の権利が両立できるという原住民の自己主張、いずれにも楊氏は賛同しているということであ

る。しかし、それでも、彼女にとって、法的調整は既存の法体系から逸脱すべきものではなかっ

た。現行制度の中で原住民の具体的要望に応じて微調整することにより、二つの体系の矛盾点を

解消することが求められる。「現行の法体系／原住民の法体系」の配置関係について、楊氏は、

現行の法体系の安定性を最優先にするという最終的な決断を下したのである。

もちろん、原住民にとってはそれだけでは足りなかった。原住民たちの最終的な目標は、原住

民狩猟実践に対する法的制限が現在の法体系から全面的に独立し、原住民の自らの慣習法かつ在

来知を通じて、原住民の狩猟実践を規範にすることである。それに比べて、楊氏の提案は、原住

民の狩猟権を再び既存の法体系の文脈に組み入れ、近代社会における狩猟の必要性と合法性を有
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した解釈対象の範囲を拡大するだけで、結果として既存のシステムを強化するものに他ならず、

原住民にとって納得できないものだった24。だが、原住民法体系の独自性を意識し、それが環境

保護の理念に矛盾しないことを認め、そして法的調整の必要性を提示した楊氏は、既存の法体系

と原住民法体系の間の「法の調和者」として、現行法体系の内発的調整を積極的に促していると

思われる。

ここで、楊氏は現行条例、とりわけ不明確な部分に対する疑問を抱いた。しかし、法体系をつ

かさどる大法官としての使命は、「価値対象」として楊氏の判断に影響を与えただろう。原住民

の在来的実践は、現行の『野保法』の不足点を補足するという意味で価値があり、かつ生態系保

護の観点から、現行の法条例より、原住民の在来的実践の方が自然の変化に敏感に対応すること

ができ、効率的であると言える。だが、彼女はそのように期待しながら、それに関する法的調整

が既存の法体系の枠内で行われると強調した。

以上のように、楊氏は「原住民伝統文化」に対して定義の問題点を指摘して現行制度へ疑問を

投げかけ、それぞれの不条理と見なされる部分に対応しつつ法を調整し、最終的に「残念ながら、

今はまだ達成できないこと」を法体系の内的調整への期待に任せるという一連の思考プロセスに

おいて、原住民自身／学者の言説、原住民在来文化に対する同情心、大法官としての身分など、

複数の価値対象を一度に受け止めた。それゆえ、彼女の「第 803号解釈」に賛成しつつ、同時に

原住民の在来知に応じて法的調整を行う必要性を指摘した。その両義的行為は、法的判決の過程

において彼女の持つ「法の調和者」としての役割が果たした結果であると言える。

第 4節　二つの文化観、一つの法体系

現在、グローバルな原住民運動の高揚に伴い、原住民の日常生活や伝統慣習に関する研究活動

が増加したことで、「遥かな他者」や「高貴な野蛮人」などの原住民に対するステレオタイプは

主流文化によって構築された他者への想像、もしくは権力の排他性に根差すものであると学者ら

に批判されている。台湾原住民はかつて、日本植民者や漢人から原住民が「無主の野蛮人」（山

路 2004）、「コメを食わない蕃人」（松岡 2012）、及び「山地同胞」などの差別用語で名指された

過去があった。民主化運動を経て、1994年以降「原住民」という行政的な呼称が定着した。そ

の後、タイヤル族やセデック族などの原住民カテゴリーは更に細分化し、原住民アイデンティティ

の発展は多様化するようになった。しかし、主流社会による原住民文化に対する無関心や理解不

足、現実離れした想像は依然として根強く、「粗獷而草莽」（粗野で野蛮）のイメージは色濃く残

されている25。

本稿で取り上げた Talum Suqluman狩猟事案に対する憲法解釈の過程が示すように、台湾社会

における原住民在来的文化の在り方に関する論争は憲法裁判所の各大法官の間にも存在してい

る。また法的文脈において、原住民文化の捉え方に関する論争は法的論争の形で現れている。前

述した黄虹霞大法官は、自らの意見書に自分が定義した「保護すべき／ほんものの原住民伝統文

化」を提示したのみならず、現行の原住民狩猟実践に対する事前申告制、自作猟銃などのすべて
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の法的制限は合憲であり、私用や食用のための狩猟は原住民の文化権利に属するものではないと

判断した。黄氏と楊氏の同僚・詹森林大法官も黄氏の意見に賛成した。一方、謝銘洋大法官、黄

昭元大法官、蔡明誠大法官などは、「第 803号解釈」は原住民の権利と原住民文化の発展を侵害

するものであるため、最終議決に反対すると明言した。つまり、原住民文化に対する大法官たち

の意見は、その捉え方において非常に多様で、複雑なものである。さらに、大法官たちが直面し

た問題は「原住民文化とは何か」という抽象な認識論的問題のみならず、法的文脈において「合

法なもの／違法なもの」、「近代的法体系／原住民在来知」との配置関係、上記の関係性を法的テ

クストにより定着させることなどに及ぶ。

そして、大法官たちの論争と意見書からは二つの文化観が見て取れる。より明晰に説明するた

め、ここで筆者は、黄虹霞大法官のような、原住民文化に対するオリエンタリズム的な想像を「あ

るべき文化」（應有之文化）、原住民の自己主張を「そのものの文化」（所是之文化）と名付ける。

「あるべき文化」は、主流文化や権力者などの外部者によって想像され構築される平板化した原

住民伝統文化である。原住民文化は、前近代的な時代に残されるものであり、時代が変化しても

その「伝統性」をそのまま維持することが原住民の使命であると見なすのが「あるべき文化」観

である。このような「近代／伝統」、「文明／野蛮」などの二区分に基づいた法体系は、原住民を

法的対象として扱う際に原住民の日常的実践に対して「伝統的であるべき」という制限を設ける。

これによって原住民の生を客体化して管理し、結果として原住民の生の動態性が法体系により禁

止されることとなる。

一方、裁判過程において原住民側が強く主張したのは、「そのものの文化」である。クリフォー

ドが示唆したように、現在原住民たちが必要としているのはいわゆる過去の伝統への回帰ではな

く（しかもこの伝統は原住民社会の外部、主権者に構築されたものである）、原住民文化と日常

的実践による「（原住民）文化的全一性と歴史的連続性」に基づく持続／発展可能な原住民文化

である（Clifford 2013）。この意味で、「あるべき文化」に内包される古くて静態的な目線は原住

民に対する差別やスティグマに過ぎない。原住民の自己主張は時代とともに変化していくダイナ

ミックなものであり、日常的実践であり、そして「そのものの文化」なのである。したがって、「そ

のものの文化」を求める原住民運動の最終的な目的は、原住民の在来的法体系や自治権を要求す

ることになるだろう。要するに、原住民伝統文化の内容と発展可能性に対する大法官たちの論争

は、異なる文化観――「あるべき文化」観と「そのものの文化」観――の差異に起因するものと

思われる。それはまた、原住民文化に対する台湾社会全体の認識が大きく異なっていることによ

るとも思われる。

しかしながら、本稿で取り上げた楊恵欽大法官は、現行の法体系の枠内に、この二つの文化観

の差異を乗り越えうる契機を追求し、「法の調和者」の役割を果たしていた。それは、原住民社

会だけではなく、様々な要素を含む全社会に対する高次元の法の安定性を求めるものである。そ

のため、

  　野生動物が一般類と保育類に分類されるという分類体系は、動物の集群の数に応じて常に
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変化していく。だが、集群の数の増減は、様々な要因に影響されており、人間による狩猟は

その一因ではあるが、気候変動や環境汚染などの要素がもたらした生態的連鎖も看過できな

い（楊 2021、14）。

と彼女は指摘した。楊氏によれば、森羅万象の変化は極めて複雑であり、複数の主体が相互に

関連し合いながら、共に世界の行末に影響を与える。そのため、動物の集群の変化に対して原住

民の影響を過大に評価することはできない。この意味で、楊氏の「ありとあらゆるものの関連」

という観点は、台湾原住民の在来的な宇宙観に共鳴しているとも言えるだろう。その一方、動物

であれ、原住民であれ、原住民社会の外にある主流社会であれ、すべては世界の一部であるため、

原住民に関する法的判断を完全に現行の法体系から独立させることは、法の安定性を損なう可能

性があり、彼女にとっては認めがたいことだったのかもしれない。大法官としての楊氏は具体的

な条文に対して様々な疑問と意見を出した一方で、原住民の権利を保障する憲法および法体系そ

のものに対する信頼という点では一貫している。

協同意見書から見ると、楊氏は「あるべき文化」観に明らかに反対している。なぜならば、野

生動物をカテゴリー化し、原住民の文化を「あるべき文化」の枠内に回収することは、権力によ

る多様な生に対する管理手段に過ぎず、他者の枠を否定することで自己の枠を固め、社会の一部

を法体系の対象から排除してしまうことになるからだ。このやり方は、原住民の権利を保護する

という憲法の趣旨に相容れないものである。

しかし、「そのものの文化」観から提唱されるのは、原住民のみを主体とする法体系であり、

社会全体を視野に入れた法体系ではない。それらの不条理を乗り越えるために、楊氏は現行の法

体系を土台として、社会全体を対象とする普遍主義的な法体系を構築しようとする。つまり、既

存の法体系の中から内発的調整や修正を行うことで、「あるべき文化」観から「そのものの文化」

観へ移行しながら、後者を現行の法体系に包摂させるということである。彼女が描き出す理想的

な法体系は、原住民、動物、自然環境、主流社会、およびそれらがもたらした法的連鎖を対象と

し、「より柔軟で調整可能な規制モデルの制定」によって実現する高次元の法体系である。

冒頭で提示された普遍主義と相対主義の関係性について、桑山は、文化相対主義の本来の意義

は、異文化の世界を鏡に自らを見つめ直すところにあり、それは自文化を成長させるためのもの

だと述べている（桑山 2018、14）。楊恵欽大法官の提案は、原住民の在来的法体系を真摯に受け

止め、既存の法体系の枠内に内発的な修正を促進させるかどうか、これから続けて検討していく

必要があることを示している。

おわりに

本稿は、原住民猟師 Talum Suqluman狩猟事案の始末、それに対する楊恵欽大法官の発言と意

見書から、楊氏の判断に影響を与えた複数の価値対象を検証し、そして対立した二つの文化観を

一つの法体系に調和させることが楊氏の希望であるという結論を導き出した。台湾、かつ世界に
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おける原住民運動の展開とともに、原住民の在来的体系と現在の法体系との関係性を積極的に調

整し、再配置する必要性が高まっている。大法官の最終議決から言えば、この結果は原住民の文

化発展にとって最善のものではなかったが、議決に至ったプロセスから、現行の法体系の中で調

整や修正を行うという傾向が現れていることがわかる。ラトゥール（2017）が指摘したように、

絶え間のない論争と修正によって構築された法体系は、すべての潜在的申立人にとっての安全弁

として機能するものである。楊氏は、司法院の大法官であり、「憲法の番人」でもあるため、今後、

この身分によって彼女には、憲法の精神を貫きつつも、憲法に保障される原住民の狩猟権を守る

ことなどを期待できるかもしれない。

付記

本研究は、澁澤民族学振興基金 2021年度大学院生等に対する研究活動助成、「近代知と在来知の相互

構築に関する人類学的研究――台湾タロコ族の狩猟実践に着目して――」により行われた。また、投稿

にあたっては、二人の匿名査読者から貴重なご意見をいただいた。この場を借りて御礼申し上げる。

　　　　　　　　　　　　　　
注

 1 日本語環境では「原住民」、「原住民族」の表記が差別的な意味合いで使用された歴史的経緯から、「原住民」
より「先住民」を使用する場合が多い。しかし、本稿で「原住民」を使用するのは、台湾原住民が使用して

いる用語を尊重するためである。台湾の文脈において「原住民」という用語は、「野蛮人」や「蕃人」のよう

な、権力者に付与されたものではなく、逆に数十年の中で度々起きた台湾原住民運動の中で勝ち取ったもの

である。こうした「原住民」の呼称は、原住民自身を主体にするものであり、その中には原住民がコロニア

ルな歴史や既存の権力者に抗する努力が埋め込まれているので、本稿は「原住民」を採用する。一方、台湾

原住民を○○族とするのは、植民地人類学のコロニアルな知の生産に密接に関わり、付随的に差別的なニュ

アンスを帯びているだろう（中村 2018）。しかし、現在台湾において、「族」はすでに固定化した法的概念と
して台湾の法体系に取り込んでいるため、法体系を主題とした本稿では原語表現として用いる。法律や条例、

引用文など直接引用とそれらに関する説明の場合を除く、本稿は「原住民」と統一として記述している。

 2 「連任周年発出総統令、蔡英文 520宣布特赦「孝子猟人」王光祿」を参照。
  （https://www.storm.mg/amparticle/3691085　2022年 1月 9日閲覧）。
 3 Talum Suqluman狩猟事案は、Tama Talum狩猟事案とも呼ばれる。英語では Tama Talum prosecution。
 4 グラックマン＝ボハナン論争は、1955年からおよそ 20年続き、人類学だけでなく、言語学、法学の分野にも

波及した。グラックマンとボハナンの二人は相手の意見に譲歩し、それぞれの主張が変化することもあった。

論争の経緯は、河合（1979）と王（2013）を参照。
 5 本稿は台湾における若干の法律／条例、及びその具体的な内容を引用するが、字数の都合により、理解を妨

げないよう留意しながら一部略記するなどして引用する。さらに、本稿で取り上げた法令と大法官の意見書

には、大量の法律用語や一般には馴染みのない表現が使用されており、中国語の母語話者に対しても難解な

ものである。そのため、法令の内容と大法官の意思を明確に表現することを優先しており、条例や意見書の

一部の内容は、必ずしも直訳したものではない。代わりに、条例と意見書の出典を明記するので、必要に応

じて参照されたい。

 6 この点について、最近のリーガル・プルーラリズム（legal pluralism、法多元主義）は、多文化主義が広く展
開される近代社会における、異なる法体系間の衝突に焦点を当て、個々の法体系を越えて、より普遍的な法

を制定することを目指し、既存の法体系を再整備するプロセスの研究である（角田ほか 2015；石田 2018）。
 7 『野保法』施行の直前に、台湾における密猟、密漁や密輸が幾度となく禁止されても、状況は変わらず、国際

社会で物議を醸した。そのままでは、ワシントン条約に基づく貿易規制とペイリー修正条項に基づく経済制

裁が科される恐れがあるため、『野保法』が急遽施行された（柯 1987）。
 8 保育類から除外され、一般類の野生動物に分類されても、これらの動物を狩猟すると行政処分の対象になり、

日本台湾学会報　第二十四号（2022.6）142



罰金が科される点に留意するべきである。

 9 さらに、2017年自作猟銃で猟師が命を落としたという事件が発生した。
   「『一個猟人之死』原住民女児落涙：還我一個安全的狩猟環境」を参照。（https://www.upmedia.mg/news_info.

php?/SerialNo=29172　2022年 1月 9日閲覧）。
10 『槍砲法』により、原住民が「自作猟銃」を持つのは合法であるが、条文の不明確さから「弾丸」や「猟銃の
主要構成部品」の所有は依然として違法と見なされている。そのため、原住民猟師が起訴される事例も多かっ

た。

11 ここで注意しなければならないのは、この運動の主催者は、主に地元エリートである点である。原住民族分
類に対する態度には一般人とエリートの間で乖離がある。タロコ族の事例は、Chi and Chin（2012）を参照。
サキザヤ族の事例は、Rudolph（2016）を参照。

12 しかし、『野保法』の第 21-1条に、「所轄官庁の承認を受けなければならない」と明記されたのは 2004年である。
すなわち、2004年から『管理法』が施行される 2012年までは、「所轄官庁の承認」に対する明確な基準が法
的に説明されなかった。

13 例えば、2006年原住民による猟銃の使用で『野保法』に違反した犯罪件数は 31件である一方、2014年は 46
件であり、2015年は 31件であった。

14 原住民側から見ると、その土地は元々国家公園の区域ではなく、自分の生活実践と密接にかかわる狩猟場で
ある。台湾における原住民抗議運動の中で、国家公園に関わるものは 48％以上を占める。具体的には、陳（1999）
を参照。

15 原住民の狩猟実践を規制する法律は、『野保法』と『槍砲法』に限らず、1972年公布された『国家公園法』
と 1982年の『文化資産保存法』も、原住民の狩猟地域と狩猟対象から原住民の狩猟権に制限を設けた（陳 
1999）。

16 3月 9日の口頭弁論では、Talum Suqlumanのみならず、これらの条文をめぐる他の事件の当事者も憲法解釈
を申請したため、司法院大法官会議はこれら 6件の事件を合わせて、口頭弁論を行った。

17 口頭弁論の模様は、ライブ中継されて、以下の URLを経由して閲覧できる。
  （https://m.youtube.com/watch?v=W3zz42EBgAl　2022年 1月 9日閲覧）。
18 官（2017、95） を参照。
19 例えば、猟銃の利用で逮捕された原住民人数が最も多かった 2013年には、1507件の槍砲の不当な利用の事件

には、原住民による案件数は 62件であり、総数の 4.11％を占める。62件のうち、『野保法』や『槍砲法』以
外の原因で判決された犯罪件数はわずか 3件である。

20 ここでは内政部は 1999年公布された「釈字第 490号解釈」を引用した。「釈字第 490号解釈」について、以
下の URLで閲覧できる。

   （https://cons.judicial.gov.tw/jcc/zh-tw/jep03/show?expno=490％ 20　2022年 1月 9日閲覧）。
21 例えば、台湾屏東県の原住民は 2017年にパンゴリンを捕まえて『野保法』に違反した罪で地方法院から有罪
判決を受けた。その後、彼は最高裁判所に上訴し、2020年に無罪判決を勝ち取った。この件は、各裁判所に
よって有罪認定が異なる場合があることを示している。（https://www.ettoday.net/amp/amp_news.php7?news_id
＝ 1620255　 2022年 1月 9日閲覧）。

22 狩猟実践を含めるセデック族の日常生活は、「gaya」（部落の組織規則）という在来的観念に基づいて組織さ
れるものである。セデック族の各部落も gayaによって、それぞれの生活空間と秩序を決められる。一方、日
本植民時代における部落の強制移住政策とキリスト教の影響などによって、現在の gayaは人間関係と人間の
内在状態を指し、個人によって解釈される倫理的指向を内包するものでもある（Wang 2008）。

23 「司法視角的辺界̶̶大法官釈字 803号意見書解析̶̶」を参照。
   （https://e-info.org.tw/node/231287　2022年 1月 9日閲覧）。
24 近代社会、とりわけヨーロッパにおいて、野生鳥獣が「公共物」・「国家財産」として見られ、一般民衆の狩
猟実践が法的に禁止された。近代社会における狩猟活動に対する解釈についてはマンフレディーニ（2017）
を参照。

25 「竟在 520典礼中被形容成「粗獷而草莽」原住民的転型正義在 裡」を参照。

   （https://www.thenewslens.com/amparticle/40178　2022年 1月 9日閲覧）。
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王毓正（2017）「原住民族伝統文化尊重与野生動物保育交錯下之正念場」『思想』第 33号、129-143頁。
山路勝彦（2004）『台湾の植民地統治――無主の野蛮人という言説の展開――』日本図書センター現代資料出版事

業部。

「釈字第 803号解釈」の相関意見書：
1.黄虹霞（2021）「黄大法官虹霞提出、蔡大法官烱燉、黄大法官瑞明、詹大法官森林加入之部分協同意見書」
2.楊恵欽（2021）「楊大法官恵欽提出之協同意見書」
3.『声請人王光祿、潘志強釈憲声請陳報（五）狀』（2021）から「卑南族補充意見書」（プユマ族補充意見書）

 （2021年 10月 16日投稿受理、2022年５月３日採用決定）

日本台湾学会報　第二十四号（2022.6）144



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo true
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /@JustEditMark
    /Abstrakt
    /AcademyEngravedLetPlain
    /ACaslonPro-Bold
    /ACaslonPro-BoldItalic
    /ACaslonPro-Italic
    /ACaslonPro-Regular
    /ACaslonPro-Semibold
    /ACaslonPro-SemiboldItalic
    /AdobeArabic-Bold
    /AdobeArabic-BoldItalic
    /AdobeArabic-Italic
    /AdobeArabic-Regular
    /AdobeDevanagari-Bold
    /AdobeDevanagari-BoldItalic
    /AdobeDevanagari-Italic
    /AdobeDevanagari-Regular
    /AdobeFangsongStd-Regular
    /AdobeFanHeitiStd-Bold
    /AdobeGothicStd-Bold
    /AdobeHebrew-Bold
    /AdobeHebrew-BoldItalic
    /AdobeHebrew-Italic
    /AdobeHebrew-Regular
    /AdobeHeitiStd-Regular
    /AdobeKaitiStd-Regular
    /AdobeMingStd-Light
    /AdobeMyungjoStd-Medium
    /AdobeNaskh-Medium
    /AdobePiStd
    /AdobeSansMM
    /AdobeSerifMM
    /AdobeSongStd-Light
    /AdobeThai-Bold
    /AdobeThai-BoldItalic
    /AdobeThai-Italic
    /AdobeThai-Regular
    /African
    /AGaramondPro-Bold
    /AGaramondPro-BoldItalic
    /AGaramondPro-Italic
    /AGaramondPro-Regular
    /AGaramondPro-Semibold
    /AGaramondPro-SemiboldItalic
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /Aharoni-Bold
    /AJensonPro-Bold
    /AJensonPro-BoldIt
    /AJensonPro-It
    /AJensonPro-Lt
    /AJensonPro-LtIt
    /AJensonPro-Regular
    /AJensonPro-Semibold
    /AJensonPro-SemiboldIt
    /AK-Crayon
    /Alba
    /AlbaMatter
    /AlbaSuper
    /AlbertusExtraBoldW1
    /AlbertusMediumW1
    /AlbertusMT
    /AlbertusMT-Italic
    /AlbertusMT-Light
    /Algerian
    /Amienne
    /Amienne-Bold
    /Andalus
    /AngsanaNew
    /AngsanaNew-Bold
    /AngsanaNew-BoldItalic
    /AngsanaNew-Italic
    /AngsanaUPC
    /AngsanaUPC-Bold
    /AngsanaUPC-BoldItalic
    /AngsanaUPC-Italic
    /AntiqueOlive-Bold
    /AntiqueOlive-Compact
    /AntiqueOlive-Italic
    /AntiqueOlive-Roman
    /AntiqueOliveW1
    /AntiqueOliveW1Bold
    /AntiqueOliveW1Italic
    /Aparajita
    /Aparajita-Bold
    /Aparajita-BoldItalic
    /Aparajita-Italic
    /Apple-Chancery
    /ArabicTypesetting
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /ArnoPro-Bold
    /ArnoPro-BoldCaption
    /ArnoPro-BoldDisplay
    /ArnoPro-BoldItalic
    /ArnoPro-BoldItalicCaption
    /ArnoPro-BoldItalicDisplay
    /ArnoPro-BoldItalicSmText
    /ArnoPro-BoldItalicSubhead
    /ArnoPro-BoldSmText
    /ArnoPro-BoldSubhead
    /ArnoPro-Caption
    /ArnoPro-Display
    /ArnoPro-Italic
    /ArnoPro-ItalicCaption
    /ArnoPro-ItalicDisplay
    /ArnoPro-ItalicSmText
    /ArnoPro-ItalicSubhead
    /ArnoPro-LightDisplay
    /ArnoPro-LightItalicDisplay
    /ArnoPro-Regular
    /ArnoPro-Smbd
    /ArnoPro-SmbdCaption
    /ArnoPro-SmbdDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalic
    /ArnoPro-SmbdItalicCaption
    /ArnoPro-SmbdItalicDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalicSmText
    /ArnoPro-SmbdItalicSubhead
    /ArnoPro-SmbdSmText
    /ArnoPro-SmbdSubhead
    /ArnoPro-SmText
    /ArnoPro-Subhead
    /Arnprior
    /AZ-BTSCS
    /AZ-FSCS
    /AZ-HTCS
    /AZ-HTCST
    /AZ-KSCS
    /AZ-LSCS
    /AZ-WBCS
    /AZ-XSCS
    /AZ-XSCST
    /AZ-XSHCS
    /AZ-YHCS
    /AZ-YTCS
    /BabyKruffy
    /BaskervilleBT-Bold
    /BaskervilleBT-BoldItalic
    /BaskervilleBT-Italic
    /BaskervilleBT-Roman
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BatangChe
    /Bauhaus93
    /Baveuse
    /BellaDonna
    /BellGothicStd-Black
    /BellGothicStd-Bold
    /BellGothicStd-Light
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /BernhardTangoBT-Regular
    /Berylium
    /Berylium-BoldItalic
    /BickhamScriptPro-Bold
    /BickhamScriptPro-Regular
    /BickhamScriptPro-Semibold
    /BIG5Gothic
    /BIG5Mincho
    /BIG5PGothic
    /BIG5PMincho
    /Biondi
    /Biondi-Light
    /BirchStd
    /BIZ-UDGothic
    /BIZ-UDGothic-Bold
    /BIZ-UDMincho-Medium
    /BIZ-UDPGothic
    /BIZ-UDPGothic-Bold
    /BIZ-UDPMincho-Medium
    /BlackadderITC-Regular
    /BlackoakStd
    /BlueHighway
    /BlueHighway-Bold
    /BlueHighwayCondensed
    /BlueHighwayDType
    /BlueHighwayLinocut
    /BodoniMT
    /BodoniMTBlack
    /BodoniMTBlack-Italic
    /BodoniMT-Bold
    /BodoniMT-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed
    /BodoniMTCondensed-Bold
    /BodoniMTCondensed-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed-Italic
    /BodoniMT-Italic
    /BodoniMTPosterCompressed
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Boopee
    /Boopee-Bold
    /BradleyHandITC
    /BritannicBold
    /Broadway
    /BroadwayBT-Regular
    /BroadwayEngravedBT-Regular
    /BrowalliaNew
    /BrowalliaNew-Bold
    /BrowalliaNew-BoldItalic
    /BrowalliaNew-Italic
    /BrowalliaUPC
    /BrowalliaUPC-Bold
    /BrowalliaUPC-BoldItalic
    /BrowalliaUPC-Italic
    /BrushScriptMT
    /BrushScriptStd
    /BurnstownDam
    /Byington
    /Byington-Bold
    /Byington-Italic
    /CaflischScriptPro-Regular
    /Caladea-Bold
    /Caladea-BoldItalic
    /Caladea-Italic
    /Caladea-Regular
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /Calibri-Light
    /Calibri-LightItalic
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /CarbonBlock
    /Carlito
    /Carlito-Bold
    /Carlito-BoldItalic
    /Carlito-Italic
    /Castellar
    /CataneoBT-Regular
    /CatholicSchoolGirlsIntlBB
    /Catriel
    /Catriel-Bold
    /Catriel-BoldItalic
    /Catriel-Italic
    /Centaur
    /CentaurMTStd
    /CentaurMTStd-Bold
    /CentaurMTStd-BoldItalic
    /CentaurMTStd-Italic
    /CentennialLTStd-Black
    /CentennialLTStd-BlackItalic
    /CentennialLTStd-Bold
    /CentennialLTStd-BoldItalic
    /CentennialLTStd-Italic
    /CentennialLTStd-Light
    /CentennialLTStd-LightItalic
    /CentennialLTStd-Roman
    /Century
    /CenturyExpandedLTStd
    /CenturyExpandedLTStd-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldstyleBold
    /CenturyOldstyle-Bold
    /CenturyOldstyleBT-Bold
    /CenturyOldstyleBT-Italic
    /CenturyOldstyleBT-Roman
    /CenturyOldstyleItalic
    /CenturyOldstyle-Italic
    /CenturyOldstyleRoman
    /CenturyOldstyle-Roman
    /CenturyOldStyleStd-Bold
    /CenturyOldStyleStd-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Regular
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbookBT-Bold
    /CenturySchoolbookBT-BoldCond
    /CenturySchoolbookBT-BoldItalic
    /CenturySchoolbookBT-Italic
    /CenturySchoolbookBT-Monospace
    /CenturySchoolbookBT-Roman
    /CenturySchoolbook-Italic
    /CenturyStd-Bold
    /CenturyStd-BoldCondensed
    /CenturyStd-BoldCondensedIt
    /CenturyStd-BoldItalic
    /CenturyStd-Book
    /CenturyStd-BookCondensed
    /CenturyStd-BookCondensedIt
    /CenturyStd-BookItalic
    /CenturyStd-HandtooledBold
    /CenturyStd-HandtooledBoldIt
    /CenturyStd-Light
    /CenturyStd-LightCondensed
    /CenturyStd-LightCondensedIt
    /CenturyStd-LightItalic
    /CenturyStd-Ultra
    /CenturyStd-UltraCondensed
    /CenturyStd-UltraCondensedIt
    /CenturyStd-UltraItalic
    /ChaparralPro-Bold
    /ChaparralPro-BoldIt
    /ChaparralPro-Italic
    /ChaparralPro-LightIt
    /ChaparralPro-Regular
    /CharlemagneStd-Bold
    /CheerScriptEdgeBold
    /CheerScriptROUNDRegular
    /Chick
    /Chiller-Regular
    /cinecaption
    /ClarendonCondensedW1Bold
    /Cmb10
    /Cmbsy10
    /Cmbsy6
    /Cmbsy7
    /Cmbsy8
    /Cmbsy9
    /Cmbx10
    /Cmbx12
    /Cmbx5
    /Cmbx6
    /Cmbx7
    /Cmbx8
    /Cmbx9
    /Cmbxsl10
    /Cmbxti10
    /Cmcsc10
    /Cmcsc8
    /Cmcsc9
    /Cmdunh10
    /Cmex10
    /Cmex7
    /Cmex8
    /Cmex9
    /Cmff10
    /Cmfi10
    /Cmfib8
    /Cminch
    /Cmitt10
    /Cmmi10
    /Cmmi12
    /Cmmi5
    /Cmmi6
    /Cmmi7
    /Cmmi8
    /Cmmi9
    /Cmmib10
    /Cmmib6
    /Cmmib7
    /Cmmib8
    /Cmmib9
    /Cmr10
    /Cmr12
    /Cmr17
    /Cmr5
    /Cmr6
    /Cmr7
    /Cmr8
    /Cmr9
    /Cmsl10
    /Cmsl12
    /Cmsl8
    /Cmsl9
    /Cmsltt10
    /Cmss10
    /Cmss12
    /Cmss17
    /Cmss8
    /Cmss9
    /Cmssbx10
    /Cmssdc10
    /Cmssi10
    /Cmssi12
    /Cmssi17
    /Cmssi8
    /Cmssi9
    /Cmssq8
    /Cmssqi8
    /Cmsy10
    /Cmsy5
    /Cmsy6
    /Cmsy7
    /Cmsy8
    /Cmsy9
    /Cmtcsc10
    /Cmtex10
    /Cmtex8
    /Cmtex9
    /Cmti10
    /Cmti12
    /Cmti7
    /Cmti8
    /Cmti9
    /Cmtt10
    /Cmtt12
    /Cmtt8
    /Cmtt9
    /Cmu10
    /Cmvtt10
    /CODE39
    /ColonnaMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CompactaBT-Black
    /CompactaBT-Bold
    /CompactaBT-BoldItalic
    /CompactaBT-Italic
    /CompactaBT-Light
    /CompactaBT-Roman
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlack
    /CooperBlackStd
    /CooperBlackStd-Italic
    /CooperBT-Black
    /CooperBT-BlackItalic
    /CooperBT-Bold
    /CooperBT-BoldItalic
    /CooperBT-Light
    /CooperBT-LightItalic
    /CooperBT-Medium
    /CooperBT-MediumItalic
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothicBT-Bold
    /CopperplateGothicBT-BoldCond
    /CopperplateGothicBT-Heavy
    /CopperplateGothicBT-Roman
    /CopperplateGothicBT-RomanCond
    /CopperplateGothic-Light
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CordiaNew
    /CordiaNew-Bold
    /CordiaNew-BoldItalic
    /CordiaNew-Italic
    /CordiaUPC
    /CordiaUPC-Bold
    /CordiaUPC-BoldItalic
    /CordiaUPC-Italic
    /Coronet-Regular
    /CoronetW1Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CourierStd
    /CourierStd-Bold
    /CourierStd-BoldOblique
    /CourierStd-Oblique
    /CreditValley
    /CreditValley-Bold
    /CreditValley-BoldItalic
    /CreditValley-Italic
    /Croobie
    /CurlzMT
    /CW-B5Gothic
    /CW-B5Mincho
    /CW-GBFangSong
    /CW-GBGothic
    /CW-GBGothicCPY1
    /CW-GBGothicCPY2
    /CW-GBGothicCPY3
    /CW-GBGothicCPY4
    /CW-GBGothicCPY5
    /CW-GBGothicCPY6
    /CW-GBGothicLCPY1
    /CW-GBGothicLCPY2
    /CW-GBGothicLCPY3
    /CW-GBGothicLCPY4
    /CW-GBGothicLCPY5
    /CW-GBGothicLCPY6
    /CW-GBGothicLPY1
    /CW-GBGothicLPY2
    /CW-GBGothicLPY3
    /CW-GBGothicLPY4
    /CW-GBGothicLPY5
    /CW-GBGothicLPY6
    /CW-GBGothicPY1
    /CW-GBGothicPY2
    /CW-GBGothicPY3
    /CW-GBGothicPY4
    /CW-GBGothicPY5
    /CW-GBGothicPY6
    /CW-GBGothicUB
    /CW-GBKaishu
    /CW-GBKanTingLiu
    /CW-GBMincho
    /CW-GBMinchoCPY1
    /CW-GBMinchoCPY2
    /CW-GBMinchoCPY3
    /CW-GBMinchoCPY4
    /CW-GBMinchoCPY5
    /CW-GBMinchoCPY6
    /CW-GBMinchoLCPY1
    /CW-GBMinchoLCPY2
    /CW-GBMinchoLCPY3
    /CW-GBMinchoLCPY4
    /CW-GBMinchoLCPY5
    /CW-GBMinchoLCPY6
    /CW-GBMinchoLPY1
    /CW-GBMinchoLPY2
    /CW-GBMinchoLPY3
    /CW-GBMinchoLPY4
    /CW-GBMinchoLPY5
    /CW-GBMinchoLPY6
    /CW-GBMinchoPY1
    /CW-GBMinchoPY2
    /CW-GBMinchoPY3
    /CW-GBMinchoPY4
    /CW-GBMinchoPY5
    /CW-GBMinchoPY6
    /CW-GBMinchoUB
    /CW-GBShaoNv
    /CW-GBWeiBei
    /CW-GBYaSong
    /CW-GBYuanHei
    /CW-GBZhongYi
    /CXCOTENM3
    /DAKOTA-Normal
    /DaunPenh
    /David
    /David-Bold
    /DCAiLineStd-W5
    /DCAiShadowStd-W5
    /DCAiStd-W5
    /DCCrystalStd-W5
    /DCHigeMojiStd-W5
    /DCHoLeiShoStd-W3
    /DCInlineStd-W5
    /DCKagoMojiStd-W12
    /DCLeiKaiShoStd-W5
    /DCYoseMojiStd-W7
    /DejaVuSans
    /DejaVuSans-Bold
    /DejaVuSans-BoldOblique
    /DejaVuSansCondensed
    /DejaVuSansCondensed-Bold
    /DejaVuSansCondensed-BoldOblique
    /DejaVuSansCondensed-Oblique
    /DejaVuSans-ExtraLight
    /DejaVuSansMono
    /DejaVuSansMono-Bold
    /DejaVuSansMono-BoldOblique
    /DejaVuSansMono-Oblique
    /DejaVuSans-Oblique
    /DejaVuSerif
    /DejaVuSerif-Bold
    /DejaVuSerif-BoldItalic
    /DejaVuSerifCondensed
    /DejaVuSerifCondensed-Bold
    /DejaVuSerifCondensed-BoldItalic
    /DejaVuSerifCondensed-Italic
    /DejaVuSerif-Italic
    /DFBrushRDStd-W12
    /DFBrushRDStd-W7
    /DFBrushSQStd-W12
    /DFBrushSQStd-W5
    /DFBrushSQStd-W9
    /DFCraftDouStd-W3
    /DFCraftSumiStd-W9
    /DFCraftYuStd-W5
    /DFCraftYuStd-W7
    /DFFreeRyuSenStd-W2
    /DFFreeRyuSenStd-W3
    /DFFreeRyuYouStd-W3
    /DFFuunStd-W12
    /DFFuunStd-W7
    /DFGanShinKeiStd-W7
    /DFGiHiStd-W7
    /DFGiHi-W7-WING-RKSJ-H
    /DFGiHi-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFGiHi-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicPStd-W2
    /DFGothicPStd-W3
    /DFGothicPStd-W5
    /DFGothicStd-W10
    /DFGothicStd-W12
    /DFGothicStd-W14
    /DFGothic-SU-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoKaiShoPro5-W5
    /DFGyoSho-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoShoPro5-W3
    /DFGyoShoPro5-W5
    /DFGyoShoPro5-W7
    /DFGyoShoStd-W5
    /DFHSGothicPro5-W3
    /DFHSGothicPro5-W5
    /DFHSGothicPro5-W7
    /DFHSGothicPro5-W9
    /DFHSGothicStd-W3
    /DFHSGothicStd-W5
    /DFHSGothicStd-W7
    /DFHSGothicStd-W9
    /DFHSGothic-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothicPro5-W4
    /DFHSMaruGothicStd-W4
    /DFHSMaruGothic-W4-WING-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoPro5-W3
    /DFHSMinchoPro5-W5
    /DFHSMinchoPro5-W7
    /DFHSMinchoPro5-W9
    /DFHSMinchoStd-W3
    /DFHSMinchoStd-W5
    /DFHSMinchoStd-W7
    /DFHSMinchoStd-W9
    /DFHSMincho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoPro5-W12
    /DFKaiShoPro5-W14
    /DFKaiShoPro5-W3
    /DFKaiShoPro5-W5
    /DFKaiShoPro5-W7
    /DFKaiShoPro5-W9
    /DFKaiSho-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoStd-W12
    /DFKaiShoStd-W14
    /DFKaiShoStd-W3
    /DFKaiShoStd-W5
    /DFKaiShoStd-W7
    /DFKaiShoStd-W9
    /DFKaiSho-UB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiShu-SB-Estd-BF
    /DFKanTeiRyuStd-W9
    /DFKanTeiRyu-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WIN-RKSJ-H
    /DFKinBunStd-W3
    /DFKKaiShoBPro5-W5
    /DFKoInStd-W4
    /DFKoIn-W4-WING-RKSJ-H
    /DFKoIn-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFKoIn-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFKyoKaShoPro5-W3
    /DFKyoKaShoPro5-W4
    /DFKyoKaShoStd-W3
    /DFKyoKaShoStd-W4
    /DFKyoKaSho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WING-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiGaSoStd-W9
    /DFLeiGaSo-W9-WING-RKSJ-H
    /DFLeiGaSo-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiGaSo-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WING-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiShoStd-W5
    /DFMaruGothic-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothicStd-W12
    /DFMaruGothicStd-W14
    /DFMaruGothicStd-W3
    /DFMaruGothicStd-W5
    /DFMaruGothicStd-W7
    /DFMaruGothicStd-W9
    /DFMaruMoji-SL-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-SL-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-SL-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMojiStd-W3
    /DFMaruMojiStd-W5
    /DFMaruMojiStd-W7
    /DFMaruMojiStd-W9
    /DFMaruMoji-W3-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoPStd-W3
    /DFMinchoPStd-W5
    /DFMinchoStd-W12
    /DFMinchoStd-W14
    /DFMincho-SU-WING-RKSJ-H
    /DFMincho-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFMincho-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WING-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFOYoJunStd-W5
    /DFPOP1-SB-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1Std-W12
    /DFPOP1Std-W3
    /DFPOP1Std-W5
    /DFPOP1Std-W7
    /DFPOP1Std-W9
    /DFPOP1-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2Std-W12
    /DFPOP2Std-W9
    /DFPOP2-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFPOPClipStd-W7
    /DFPOPCornStd-W12
    /DFPOPCornStd-W7
    /DFPOPStencilStd-W7
    /DFRuLeiAStd-W5
    /DFRuLeiAStd-W9
    /DFRuLeiStd-W5
    /DFRuLeiStd-W7
    /DFRuLei-W5-WING-RKSJ-H
    /DFRuLei-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLei-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WING-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFRyuSekiStd-W9
    /DFShinTenStd-W5
    /DFShinTenStd-W7
    /DFSinSoStd-W3
    /DFSinSo-W3-WING-RKSJ-H
    /DFSinSo-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFSinSo-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFSMGothicStd-W2
    /DFSNGyoShoStd-W5
    /DFSNGyoSho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFSNGyoSho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFSNGyoSho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGeiStd-W5
    /DFSoGeiStd-W7
    /DFSoGeiStd-W9
    /DFSoGei-W5-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFSoKaiShoStd-W7
    /DFSoKingStd-W3
    /DFSoKing-W3-WING-RKSJ-H
    /DFSoKing-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFSoKing-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFSumoStd-W12
    /DFSumo-W12-WING-RKSJ-H
    /DFSumo-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFSumo-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiShoStd-W5
    /DFTFLeiShoStd-W7
    /DFTFLeiShoStd-W9
    /DFTFLeiSho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WIN-RKSJ-H
    /DHGothic-EB-WINP-RKSJ-H
    /DHGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DHHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DHPGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DilleniaUPC
    /DilleniaUPCBold
    /DilleniaUPCBoldItalic
    /DilleniaUPCItalic
    /DokChampa
    /Dotum
    /DotumChe
    /DreamOrphans-Bold
    /DreamOrphans-Regular
    /Dutch801BT-Bold
    /Dutch801BT-BoldItalic
    /Dutch801BT-ExtraBold
    /Dutch801BT-ExtraBoldItalic
    /Dutch801BT-Italic
    /Dutch801BT-ItalicHeadline
    /Dutch801BT-Roman
    /Dutch801BT-RomanHeadline
    /Dutch801BT-SemiBold
    /Dutch801BT-SemiBoldItalic
    /EarwigFactory
    /Ebrima
    /Ebrima-Bold
    /EdwardianScriptITC
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /EmbassyJS
    /English111AdagioBT-Regular
    /English111PrestoBT-Regular
    /English111VivaceBT-Regular
    /EngraversMT
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /ESRIAMFMElectric
    /ESRIAMFMGas
    /ESRIAMFMSewer
    /ESRIAMFMWater
    /ESRIArcPad
    /ESRIArrowhead
    /ESRIBusiness
    /ESRICartography
    /ESRICaves1
    /ESRICaves2
    /ESRICaves3
    /ESRIClimate&Precipitation
    /ESRICommodities
    /ESRIConservation
    /ESRICrimeAnalysis
    /ESRIDefaultMarker
    /ESRIDimensioning
    /ESRIElements
    /ESRIEnviroHazardAnalysis
    /ESRIEnviroHazardIncident
    /ESRIEnviroHazardSites
    /ESRIEnvironmental&Icons
    /ESRIERSInfrastructuresS1
    /ESRIERSOperationsS1
    /ESRIFireIncidentNFPA
    /ESRIGeology
    /ESRIGeologyAGSO1
    /ESRIGeologyUSGS95-525
    /ESRIGeometricSymbols
    /ESRIHazardousMaterials
    /ESRIHydrants
    /ESRIIGLFont16
    /ESRIIGLFont20
    /ESRIIGLFont21
    /ESRIIGLFont22
    /ESRIIGLFont23
    /ESRIIGLFont24
    /ESRIIGLFont25
    /ESRIMilMod01
    /ESRIMilMod02
    /ESRIMilRed01
    /ESRIMilSym01
    /ESRIMilSym02
    /ESRIMilSym03
    /ESRIMilSym04
    /ESRIMilSym05
    /ESRINIMACityGraphicLN
    /ESRINIMACityGraphicPT
    /ESRINIMADNCLN
    /ESRINIMADNCPT
    /ESRINIMAVMAP1&2LN
    /ESRINIMAVMAP1&2PT
    /ESRINorth
    /ESRIOilGasWater
    /ESRIOrdnanceSurvey
    /ESRIPipelineUS1
    /ESRIPublic1
    /ESRISDS1.951
    /ESRISDS1.952
    /ESRISDS2.001
    /ESRISDS2.002
    /ESRIShields
    /ESRISurveyor
    /ESRITelecom
    /ESRITransportationCivic
    /ESRIUSForestry1
    /ESRIUSForestry2
    /ESRIUSMUTCD1
    /ESRIUSMUTCD2
    /ESRIUSMUTCD3
    /ESRIWeather
    /EstrangeloEdessa
    /Euclid
    /Euclid-Bold
    /Euclid-BoldItalic
    /EuclidExtra
    /EuclidExtra-Bold
    /EuclidFraktur
    /EuclidFraktur-Bold
    /Euclid-Italic
    /EuclidMathOne
    /EuclidMathOne-Bold
    /EuclidMathTwo
    /EuclidMathTwo-Bold
    /EuclidSymbol
    /EuclidSymbol-Bold
    /EuclidSymbol-BoldItalic
    /EuclidSymbol-Italic
    /EucrosiaUPC
    /EucrosiaUPCBold
    /EucrosiaUPCBoldItalic
    /EucrosiaUPCItalic
    /EuphemiaCAS
    /EuphorigenicS
    /EuroSig
    /F910CinemaMinchoKanaW6Seion
    /FangSong
    /FangSongCS
    /FelixTitlingMT
    /FencesPlain
    /FolioBT-Bold
    /FolioBT-BoldCondensed
    /FolioBT-Book
    /FolioBT-ExtraBold
    /FolioBT-Light
    /FolioBT-LightItalic
    /FolioBT-Medium
    /FolioStd-Bold
    /FolioStd-BoldCondensed
    /FolioStd-ExtraBold
    /FolioStd-Light
    /FolioStd-Medium
    /FolkPro-Bold
    /FolkPro-Heavy
    /FolkPro-Medium
    /FolkPro-Regular
    /FootlightMTLight
    /ForteMT
    /FrakturJS
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FrankRuehl
    /FreesiaUPC
    /FreesiaUPCBold
    /FreesiaUPCBoldItalic
    /FreesiaUPCItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /Freshbot
    /Frosty
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FuturaBT-Bold
    /FuturaBT-BoldCondensed
    /FuturaBT-BoldCondensedItalic
    /FuturaBT-BoldItalic
    /FuturaBT-Book
    /FuturaBT-BookItalic
    /FuturaBT-ExtraBlack
    /FuturaBT-ExtraBlackCondensed
    /FuturaBT-ExtraBlackCondItalic
    /FuturaBT-ExtraBlackItalic
    /FuturaBT-Heavy
    /FuturaBT-HeavyItalic
    /FuturaBT-Light
    /FuturaBT-LightCondensed
    /FuturaBT-LightItalic
    /FuturaBT-Medium
    /FuturaBT-MediumCondensed
    /FuturaBT-MediumItalic
    /Gabriola
    /Gadugi
    /Gadugi-Bold
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Gautami-Bold
    /GBBiaoTiSong
    /GBFangSong
    /GBGothic
    /GBKaiShu
    /GBLiShu
    /GBMincho
    /GBPBiaoTiSong
    /GBPFangSong
    /GBPGothic
    /GBPKaiShu
    /GBPLiShu
    /GBPMincho
    /GBPWeiBei
    /GBPXingShu
    /GBPYaoTi
    /GBPYuanHei
    /GBWeiBei
    /GBXingShu
    /GBYaoTi
    /GBYuanHei
    /GentiumBasic
    /GentiumBasic-Bold
    /GentiumBasic-BoldItalic
    /GentiumBasic-Italic
    /GentiumBookBasic
    /GentiumBookBasic-Bold
    /GentiumBookBasic-BoldItalic
    /GentiumBookBasic-Italic
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GFSPorson-Regular
    /GiddyupStd
    /Gigi-Regular
    /GillSansMT
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /Gisha
    /Gisha-Bold
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /Gothic720-BoldB
    /Gothic720-ItalicB
    /Gothic720-RomanB
    /GothicBBBPr5-Medium
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pr5-Bold
    /GothicMB101Pr5-DeBold
    /GothicMB101Pr5-Heavy
    /GothicMB101Pr5-Light
    /GothicMB101Pr5-Medium
    /GothicMB101Pr5-Regular
    /GothicMB101Pr5-Ultra
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-DeBold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /GothicMB101Pro-Light
    /GothicMB101Pro-Medium
    /GothicMB101Pro-Regular
    /GothicMB101Pro-Ultra
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudyStout
    /Grad
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HakusyuKaisyoBold
    /HannariMincho
    /HarlowSolid
    /Harrington
    /HeavyHeap
    /HeitiCS
    /HeitiCT
    /HeitiEG4-Medium-SJIS
    /HeitiEGP4-Medium-SJIS
    /Helvetica
    /HelveticaBlack
    /HelveticaBlackOblique
    /HelveticaBold
    /Helvetica-BoldOblique
    /HelveticaLight
    /HelveticaLightOblique
    /Helvetica-Narrow
    /Helvetica-NarrowBold
    /Helvetica-NarrowBoldItalic
    /Helvetica-NarrowItalic
    /Helvetica-Oblique
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiPresenceEB
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /HiraKakuProN-W6
    /HiraKakuPro-W3
    /HiraKakuPro-W6
    /HiraKakuStd-W8
    /HiraMaruPro-W4
    /HiraMinPro-W3
    /HiraMinPro-W6
    /HoboStd
    /HummingStd-B
    /HurryUp
    /Huxtable
    /Impact
    /ImprintMT-Shadow
    /InformalRoman-Regular
    /IPAmjMincho
    /IrisUPC
    /IrisUPCBold
    /IrisUPCBoldItalic
    /IrisUPCItalic
    /IskoolaPota
    /IskoolaPota-Bold
    /JasmineUPC
    /JasmineUPCBold
    /JasmineUPCBoldItalic
    /JasmineUPCItalic
    /JEANETTE-Normal
    /Jokerman-Regular
    /JSGothic-Md
    /JSHSMinchoU-W3-WIN-RKSJ-H
    /JSMincho-Lt
    /JSPGothic-Md
    /JSPMincho-Lt
    /JSSGothic-Md
    /JSSMincho-Lt
    /JuiceITC-Regular
    /Jun101Pro-Light
    /Jun201Pro-Regular
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /JustEditMark
    /JustHalfMark
    /JustHalfMarkG
    /JustKanaMark
    /JustKanaMarkG
    /JustOubunMark
    /JustOubunMarkG
    /JustUnitMark
    /JustUnitMarkG
    /JustWabunMark
    /JustWabunMarkG
    /KaiTi
    /KaitiCS
    /KaitiEG-Medium-SJIS
    /KaitiEGP-Medium-SJIS
    /KakuminPro-Bold
    /KakuminPro-Heavy
    /KakuminPro-Medium
    /KakuminPro-Regular
    /Kalinga
    /Kalinga-Bold
    /KantinliuEG-Heavy-SJIS
    /KantinliuEGP-Heavy-SJIS
    /Kartika
    /Kartika-Bold
    /KF-B5FangSong
    /KF-B5Gothic
    /KF-B5GothicUB
    /KF-B5Kaishu
    /KF-B5KanTingLiu
    /KF-B5Mincho
    /KF-B5MinchoUB
    /KF-B5PFangSong
    /KF-B5PGothic
    /KF-B5PGothicUB
    /KF-B5PKaishu
    /KF-B5PKanTingLiu
    /KF-B5PMincho
    /KF-B5PMinchoUB
    /KF-B5PShaoNv
    /KF-B5PWeiBei
    /KF-B5PYaSong
    /KF-B5PYuanHei
    /KF-B5PZhongYi
    /KF-B5ShaoNv
    /KF-B5WeiBei
    /KF-B5YaSong
    /KF-B5YuanHei
    /KF-B5ZhongYi
    /KF-GB18030Gothic
    /KF-GB18030Mincho
    /KF-GB18030PGothic
    /KF-GB18030PMincho
    /KF-GBFangSong
    /KF-GBGothic
    /KF-GBGothicUB
    /KF-GBKaishu
    /KF-GBKanTingLiu
    /KF-GBMincho
    /KF-GBMinchoUB
    /KF-GBPFangSong
    /KF-GBPGothic
    /KF-GBPGothicCPY1
    /KF-GBPGothicCPY2
    /KF-GBPGothicCPY3
    /KF-GBPGothicCPY4
    /KF-GBPGothicCPY5
    /KF-GBPGothicCPY6
    /KF-GBPGothicLCPY1
    /KF-GBPGothicLCPY2
    /KF-GBPGothicLCPY3
    /KF-GBPGothicLCPY4
    /KF-GBPGothicLCPY5
    /KF-GBPGothicLCPY6
    /KF-GBPGothicLPY1
    /KF-GBPGothicLPY2
    /KF-GBPGothicLPY3
    /KF-GBPGothicLPY4
    /KF-GBPGothicLPY5
    /KF-GBPGothicLPY6
    /KF-GBPGothicPY1
    /KF-GBPGothicPY2
    /KF-GBPGothicPY3
    /KF-GBPGothicPY4
    /KF-GBPGothicPY5
    /KF-GBPGothicPY6
    /KF-GBPGothicUB
    /KF-GBPKaishu
    /KF-GBPKanTingLiu
    /KF-GBPMincho
    /KF-GBPMinchoCPY1
    /KF-GBPMinchoCPY2
    /KF-GBPMinchoCPY3
    /KF-GBPMinchoCPY4
    /KF-GBPMinchoCPY5
    /KF-GBPMinchoCPY6
    /KF-GBPMinchoLCPY1
    /KF-GBPMinchoLCPY2
    /KF-GBPMinchoLCPY3
    /KF-GBPMinchoLCPY4
    /KF-GBPMinchoLCPY5
    /KF-GBPMinchoLCPY6
    /KF-GBPMinchoLPY1
    /KF-GBPMinchoLPY2
    /KF-GBPMinchoLPY3
    /KF-GBPMinchoLPY4
    /KF-GBPMinchoLPY5
    /KF-GBPMinchoLPY6
    /KF-GBPMinchoPY1
    /KF-GBPMinchoPY2
    /KF-GBPMinchoPY3
    /KF-GBPMinchoPY4
    /KF-GBPMinchoPY5
    /KF-GBPMinchoPY6
    /KF-GBPMinchoUB
    /KF-GBPShaoNv
    /KF-GBPWeiBei
    /KF-GBPYaSong
    /KF-GBPYuanHei
    /KF-GBPZhongYi
    /KF-GBShaoNv
    /KF-GBWeiBei
    /KF-GBYaSong
    /KF-GBYuanHei
    /KF-GBZhongYi
    /KhmerUI
    /KhmerUI-Bold
    /KodchiangUPC
    /KodchiangUPCBold
    /KodchiangUPCBoldItalic
    /KodchiangUPCItalic
    /KodomoRounded
    /Kokila
    /Kokila-Bold
    /Kokila-BoldItalic
    /Kokila-Italic
    /KozGoPr6N-Bold
    /KozGoPr6N-ExtraLight
    /KozGoPr6N-Heavy
    /KozGoPr6N-Light
    /KozGoPr6N-Medium
    /KozGoPr6N-Regular
    /KozGoPro-Bold
    /KozGoPro-ExtraLight
    /KozGoPro-Heavy
    /KozGoPro-Light
    /KozGoPro-Medium
    /KozGoPro-Regular
    /KozGoProVI-Medium
    /KozGoStd-Bold
    /KozGoStd-ExtraLight
    /KozGoStd-Heavy
    /KozGoStd-Light
    /KozGoStd-Medium
    /KozGoStd-Regular
    /KozMinPr6N-Bold
    /KozMinPr6N-ExtraLight
    /KozMinPr6N-Heavy
    /KozMinPr6N-Light
    /KozMinPr6N-Medium
    /KozMinPr6N-Regular
    /KozMinPro-Bold
    /KozMinPro-ExtraLight
    /KozMinPro-Heavy
    /KozMinPro-Light
    /KozMinPro-Medium
    /KozMinPro-Regular
    /KozMinProVI-Regular
    /Kredit
    /KristenITC-Regular
    /KunstlerScript
    /KyokaICAPro-Light
    /KyokaICAPro-Medium
    /KyokaICAPro-Regular
    /KyokashotaiEG4-Medium-SJIS
    /KyokashotaiEGP4-Medium-SJIS
    /LaoUI
    /LaoUI-Bold
    /Latha
    /Latha-Bold
    /LatinWide
    /Leelawadee
    /LeelawadeeBold
    /Leelawadee-Bold
    /LeisuEG4-Medium-SJIS
    /LeisuEG-Medium-SJIS
    /LeisuEGP4-Medium-SJIS
    /LeisuEGP-Medium-SJIS
    /LetterGothicStd
    /LetterGothicStd-Bold
    /LetterGothicStd-BoldSlanted
    /LetterGothicStd-Slanted
    /LevenimMT
    /LevenimMT-Bold
    /Ligurino
    /Ligurino-Bold
    /LigurinoCondensed
    /Ligurino-Italic
    /LilyUPC
    /LilyUPCBold
    /LilyUPCBoldItalic
    /LilyUPCItalic
    /LiShueCS
    /LithosPro-Black
    /LithosPro-Regular
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-Regular
    /MalgunGothic
    /MalgunGothicBold
    /MalgunGothicRegular
    /Mangal
    /Mangal-Bold
    /Mangal-Regular
    /Marlett
    /MaruFoPro-Bold
    /MaruFoPro-Heavy
    /MaruFoPro-Medium
    /MaruFoPro-Regular
    /MatisseElegantoPro-B
    /MatisseElegantoPro-DB
    /MatisseElegantoPro-EB
    /MatisseElegantoPro-M
    /MatisseElegantoPro-UB
    /MaturaMTScriptCapitals
    /Meiryo
    /Meiryo-Bold
    /Meiryo-BoldItalic
    /Meiryo-Italic
    /MeiryoUI
    /MeiryoUI-Bold
    /MeiryoUI-BoldItalic
    /MeiryoUI-Italic
    /MesquiteStd
    /MicrosoftHimalaya
    /MicrosoftJhengHeiBold
    /MicrosoftJhengHeiRegular
    /MicrosoftJhengHeiUIBold
    /MicrosoftJhengHeiUIRegular
    /MicrosoftNewTaiLue
    /MicrosoftNewTaiLue-Bold
    /MicrosoftPhagsPa
    /MicrosoftPhagsPa-Bold
    /MicrosoftSansSerif
    /MicrosoftTaiLe
    /MicrosoftTaiLe-Bold
    /MicrosoftUighur
    /MicrosoftUighur-Bold
    /MicrosoftYaHei
    /MicrosoftYaHei-Bold
    /MicrosoftYaHeiUI
    /MicrosoftYaHeiUI-Bold
    /Microsoft-Yi-Baiti
    /MidashiGoPr5-MB31
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MingLiU-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-UNI-H
    /MingtiEG4-Light-SJIS
    /MingtiEG-Light-SJIS
    /MingtiEGP4-Light-SJIS
    /MingtiEGP-Light-SJIS
    /MingtiEGP-Ultra-SJIS
    /MingtiEG-Ultra-SJIS
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldCn
    /MinionPro-BoldCnIt
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Medium
    /MinionPro-MediumIt
    /MinionPro-Regular
    /MinionPro-Semibold
    /MinionPro-SemiboldIt
    /MinyaNouvelle
    /MinyaNouvelleBold
    /MinyaNouvelleBoldItalic
    /MinyaNouvelleItalic
    /Miriam
    /MiriamFixed
    /Mistral
    /MMaArrow-Bold
    /MMaArrow-BoldItalic
    /MMaArrow-Italic
    /MMaArrow-Regular
    /MMaArrowS-Bold
    /MMaArrowS-Regular
    /MMaArrowSS-Bold
    /MMaArrowSS-Regular
    /MMaBinary-Bold
    /MMaBinary-BoldItalic
    /MMaBinary-Italic
    /MMaBinary-Regular
    /MMaBinaryS-Bold
    /MMaBinaryS-Regular
    /MMaBinarySS-Bold
    /MMaBinarySS-Regular
    /MMaCenturyB-BoldItalic
    /MMaCenturyB-Italic
    /MMaCentury-Bold
    /MMaCentury-BoldItalic
    /MMaCentury-Italic
    /MMaCenturyJB-BoldItalic
    /MMaCenturyJB-Italic
    /MMaCenturyJ-BoldItalic
    /MMaCenturyJ-Italic
    /MMaCentury-Regular
    /MMaCenturyS-Bold
    /MMaCenturyS-BoldItalic
    /MMaCenturyS-Italic
    /MMaCenturyS-Regular
    /MMaCenturySS-Bold
    /MMaCenturySS-BoldItalic
    /MMaCenturySS-Italic
    /MMaCenturySS-Regular
    /MMaEtc-Bold
    /MMaEtc-BoldItalic
    /MMaEtc-Italic
    /MMaEtc-Regular
    /MMaEtcS-Bold
    /MMaEtcS-Regular
    /MMaEtcSS-Bold
    /MMaEtcSS-Regular
    /MMaExtra-Bold
    /MMaExtra-BoldItalic
    /MMaExtra-Italic
    /MMaExtra-Regular
    /MMaExtraS-Bold
    /MMaExtraS-Regular
    /MMaExtraSS-Bold
    /MMaExtraSS-Regular
    /MMaFermat-Bold
    /MMaFermat-Regular
    /MMaFraktur-Bold
    /MMaFraktur-Regular
    /MMaGauss-Bold
    /MMaGauss-Regular
    /MMaGreekB-BoldItalic
    /MMaGreekB-Italic
    /MMaGreek-Bold
    /MMaGreek-BoldItalic
    /MMaGreek-Italic
    /MMaGreek-Regular
    /MMaGreekS-Bold
    /MMaGreekS-BoldItalic
    /MMaGreekS-Italic
    /MMaGreekS-Regular
    /MMaGreekSS-Bold
    /MMaGreekSS-BoldItalic
    /MMaGreekSS-Italic
    /MMaGreekSS-Regular
    /MMaNegate-Bold
    /MMaNegate-BoldItalic
    /MMaNegate-Italic
    /MMaNegate-Regular
    /MMaNegateS-Bold
    /MMaNegateS-Regular
    /MMaNegateSS-Bold
    /MMaNegateSS-Regular
    /MMaPascal-Bold
    /MMaPascal-Regular
    /MMaRelation-Bold
    /MMaRelation-BoldItalic
    /MMaRelation-Italic
    /MMaRelation-Regular
    /MMaRelationS-Bold
    /MMaRelationS-Regular
    /MMaRelationSS-Bold
    /MMaRelationSS-Regular
    /MMArrow
    /MMArrowBold
    /MMaTextBook-Bold
    /MMaTextBook-BoldItalic
    /MMaTextBook-Italic
    /MMaTextBook-Regular
    /MMaVariableA-Bold
    /MMaVariableA-Regular
    /MMaVariableAS-Bold
    /MMaVariableAS-Regular
    /MMaVariableASS-Bold
    /MMaVariableASS-Regular
    /MMaVariableB-Bold
    /MMaVariable-Bold
    /MMaVariableB-Regular
    /MMaVariableBS-Bold
    /MMaVariableBS-Regular
    /MMaVariableBSS-Bold
    /MMaVariableBSS-Regular
    /MMaVariableC-Bold
    /MMaVariableC-Regular
    /MMaVariableCS-Bold
    /MMaVariableCS-Regular
    /MMaVariableCSS-Bold
    /MMaVariableCSS-Regular
    /MMaVariableD-Bold
    /MMaVariableD-Regular
    /MMaVariableDS-Bold
    /MMaVariableDS-Regular
    /MMaVariableDSS-Bold
    /MMaVariableDSS-Regular
    /MMaVariable-Regular
    /MMaVariableS-Bold
    /MMaVariableS-Regular
    /MMaVariableSS-Bold
    /MMaVariableSS-Regular
    /MMBinary
    /MMBinaryBold
    /MMCenturyNew-Bold
    /MMCenturyNew-BoldItalic
    /MMCenturyNew-Italic
    /MMCenturyNewRD-Bold
    /MMCenturyNewRD-BoldItalic
    /MMCenturyNewRD-Italic
    /MMCenturyNewRD-Regular
    /MMCenturyNew-Regular
    /MMEtc
    /MMEtcBold
    /MMExtra
    /MMExtraBold
    /MMGreek
    /MMGreekBold
    /MMGreekBoldItalic
    /MMGreekItalic
    /MMNegate
    /MMNegateBold
    /MMRelation
    /MMRelationBold
    /MMVariable
    /MMVariableA
    /MMVariableABold
    /MMVariableB
    /MMVariableBBold
    /MMVariableBold
    /MMVariableC
    /MMVariableCBold
    /MMVariableD
    /MMVariableDBold
    /Modern-Regular
    /Mojikyo_M101
    /Mojikyo_M102
    /Mojikyo_M103
    /Mojikyo_M104
    /Mojikyo_M105
    /Mojikyo_M106
    /Mojikyo_M107
    /Mojikyo_M108
    /Mojikyo_M109
    /Mojikyo_M110
    /Mojikyo_M111
    /Mojikyo_M112
    /Mojikyo_M113
    /Mojikyo_M114
    /Mojikyo_M115
    /Mojikyo_M116
    /Mojikyo_M117
    /Mojikyo_M118
    /Mojikyo_M119
    /Mojikyo_M120
    /Mojikyo_M121
    /Mojikyo_M136
    /Mojikyo_M137
    /Mojikyo_M138
    /Mojikyo_M139
    /Mojikyo_M140
    /Mojikyo_M141
    /Mojikyo_M142
    /Mojikyo_M186
    /Mojikyo_M187
    /Mojikyo_M188
    /Mojikyo_M189
    /Mojikyo_M190
    /Mojikyo_M191
    /Mojikyo_M192
    /Mojikyo_M193
    /Mojikyo_M194
    /Mojikyo_M195
    /Mojikyo_M196
    /Mojikyo_M197
    /Mojikyo_M198
    /Mojikyo_M199
    /Mojikyo_M200
    /Mojikyo_M201
    /Mojikyo_M202
    /Mojikyo_M203
    /MojikyoQ101
    /MojikyoQ102
    /MojikyoQ103
    /MojikyoQ104
    /MojikyoQ105
    /MojikyoQ106
    /MojikyoQ107
    /MojikyoQ108
    /MojikyoQ109
    /MojikyoQ110
    /MojikyoQ111
    /MojikyoQ112
    /MojikyoQ113
    /MojikyoQ114
    /MojikyoQ115
    /MojikyoQ116
    /MongolianBaiti
    /MonotypeCorsiva
    /MoolBoran
    /MotoyaUPNewsGOtf-W3
    /MotoyaUPNewsMOtf-W2
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSansSerif-Bold
    /MSReferenceSansSerif-BoldItalic
    /MSReferenceSansSerif-Italic
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MT-Extra
    /MTExtraTiger
    /Mufferaw
    /MVBoli
    /MyriadArabic-Bold
    /MyriadArabic-BoldIt
    /MyriadArabic-It
    /MyriadArabic-Regular
    /MyriadHebrew-Bold
    /MyriadHebrew-BoldIt
    /MyriadHebrew-It
    /MyriadHebrew-Regular
    /MyriadPro-Black
    /MyriadPro-BlackIt
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldCond
    /MyriadPro-BoldCondIt
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-Cond
    /MyriadPro-CondIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Light
    /MyriadPro-LightIt
    /MyriadPro-Regular
    /MyriadPro-Semibold
    /MyriadPro-SemiboldIt
    /Narkisim
    /Neuropol
    /NewGulim
    /NiagaraEngraved-Reg
    /NiagaraSolid-Reg
    /NirmalaUI
    /NirmalaUI-Bold
    /NSimSun
    /NSK_hakushuuGShoujouw0
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW0
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW1
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW2
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW3
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW4
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW5
    /NSKhakushuuGShoujouw1
    /NSKhakushuuGShoujouw2
    /NSKhakushuuGShoujouw3
    /NSKhakushuuGShoujouw4
    /NSKhakushuuGShoujouw5
    /NSKhakushuuShoujouw0
    /NSKhakushuuShoujouw1
    /NSKhakushuuShoujouw2
    /NSKhakushuuShoujouw3
    /NSKhakushuuShoujouw4
    /NSKhakushuuShoujouw5
    /NSKhakushuuTateReducew1
    /NSKhakushuuTateReduceW2
    /NSKhakushuuTateReduceW3
    /NSKhakushuuTateReducew4
    /NSKhakushuuTateReducew5
    /NSKkanaYokoReduceW1
    /NSKkanaYokoReduceW2
    /NSKkanaYokoReduceW3
    /NSKkanaYokoReduceW4
    /NSKkanaYokoReduceW5
    /NSKshoujouhyoudaiW1
    /NSKshoujouhyoudaiW2
    /NSKshoujouhyoudaiW3
    /NSKshoujouhyoudaiW4
    /NSKshoujouhyoudaiW5
    /NuevaStd-Bold
    /NuevaStd-BoldCond
    /NuevaStd-BoldCondItalic
    /NuevaStd-Cond
    /NuevaStd-CondItalic
    /NuevaStd-Italic
    /NUfuzokuNormal
    /NUgakubuNormal
    /NUhospitalNormal
    /Nyala-Regular
    /OCRAExtended
    /OCRAStd
    /OCRB
    /OCRB10PitchBT-Regular
    /OldEnglishTextMT
    /Onyx
    /OpenSymbol
    /OptimaLTStd
    /OptimaLTStd-Black
    /OptimaLTStd-BlackItalic
    /OptimaLTStd-Bold
    /OptimaLTStd-BoldItalic
    /OptimaLTStd-DemiBold
    /OptimaLTStd-DemiBoldItalic
    /OptimaLTStd-ExtraBlack
    /OptimaLTStd-Italic
    /OptimaLTStd-Medium
    /OptimaLTStd-MediumItalic
    /OptimaLTStd-XBlackItalic
    /OratorStd
    /OratorStd-Slanted
    /OvlapblackEG-Heavy-SJIS
    /OvlapblackEGP-Heavy-SJIS
    /Oxoniensis
    /PalaceScriptMT
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /PlanetBenson2
    /PlantagenetCherokee
    /Playbill
    /PMingLiU
    /PMingLiU-ExtB
    /PoorRichard-Regular
    /Pop5EG-Heavy-SJIS
    /Pop5EGP-Heavy-SJIS
    /PopEG-Bold-SJIS
    /PopEGP-Bold-SJIS
    /PoplarStd
    /PrestigeEliteStd-Bd
    /Pristina-Regular
    /Pupcat
    /Raavi
    /RageItalic
    /RageItalicLetPlain
    /Ravie
    /reikofont
    /RFHelveticaBd
    /RFHelveticaBdIt
    /RFHelveticaBdSC
    /RFHelveticaMd
    /RFHelveticaMdIt
    /RFHelveticaMdSC
    /RFHelveticaRg
    /RFHelveticaRgIt
    /RFHelveticaRgSC
    /RFLHelveticaBd
    /RFLHelveticaBdCn
    /RFLHelveticaBdIt
    /RFLHelveticaBdOu
    /RFLHelveticaLt
    /RFLHelveticaMd
    /RFLHelveticaMdCn
    /RFLHelveticaMdIt
    /RFLHelveticaRg
    /RFLHelveticaRgCn
    /RFLHelveticaRgIt
    /RFOCRB
    /RgBrush-UB-90ms-RKSJ-H
    /RgFine-MB-90ms-RKSJ-H
    /RgFine-ME-90ms-RKSJ-H
    /RgGothicA-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgGSanSrf-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgGSanSrf-UB-90ms-RKSJ-H
    /RgHagoromo-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgHagoromo-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiKG-W5-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiKG-W9-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiMG-W4-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiM-W3-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiM-W9-90ms-RKSJ-H
    /RgHelveticaBd
    /RgHelveticaBdIt
    /RgHelveticaBdSC
    /RgHelveticaMd
    /RgHelveticaMdIt
    /RgHelveticaMdSC
    /RgHelveticaRg
    /RgHelveticaRgIt
    /RgHelveticaRgSC
    /RgHMinA-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinKok-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinKok-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSink-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSink-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSKok-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSKok-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgKantei-UB-90ms-RKSJ-H
    /RgKazariKei1-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei2-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei3-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei4-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei5-83pv-RKSJ-H
    /RgKointai-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKasho-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKasho-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKasho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgLHelveticaBd
    /RgLHelveticaBdCn
    /RgLHelveticaBdIt
    /RgLHelveticaBdOu
    /RgLHelveticaLt
    /RgLHelveticaMd
    /RgLHelveticaMdCn
    /RgLHelveticaMdIt
    /RgLHelveticaRg
    /RgLHelveticaRgCn
    /RgLHelveticaRgIt
    /RgNOW-GB-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-GE-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-GM-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-GU-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-MB-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-MM-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-MU-90ms-RKSJ-H
    /RgOCR-B-Regular
    /RgPBrush-UB-83pv-RKSJ-H
    /RgPFine-MB-83pv-RKSJ-H
    /RgPFine-ME-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothicA-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPGSanSrf-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPGSanSrf-UB-83pv-RKSJ-H
    /RgPHagoromo-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPHagoromo-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiKG-W5-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiKG-W9-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiMG-W4-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiM-W3-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiM-W9-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinA-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinKok-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinKok-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSink-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSink-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSKok-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSKok-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPKantei-UB-83pv-RKSJ-H
    /RgPKointai-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKasho-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKasho-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKasho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GB-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GE-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GM-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GU-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-MB-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-MM-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-MU-83pv-RKSJ-H
    /RgPReisho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSan-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPSan-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSan-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPShino-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPShino-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPShokeiGS-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPSKaisho-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPSKaisho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSKaisho-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPWoody-GM-83pv-RKSJ-H
    /RgReisho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSan-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgSan-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSan-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgShino-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgShino-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgShokeiGS-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgSKaisho-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgSKaisho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSKaisho-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgWoody-GM-90ms-RKSJ-H
    /Ribbon131BT-Regular
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /Rod
    /RomanMinchoEGP-Ultra-SJIS
    /RomanMinchoEG-Ultra-SJIS
    /RosewoodStd-Regular
    /RussellObliqueStd
    /RussellObliqueStd-Informal
    /RussellSquare
    /RussellSquare-Oblique
    /RyuminPr5-Bold
    /RyuminPr5-ExBold
    /RyuminPr5-ExHeavy
    /RyuminPr5-Heavy
    /RyuminPr5-Light
    /RyuminPr5-Medium
    /RyuminPr5-Regular
    /RyuminPr5-Ultra
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-ExBold
    /RyuminPro-ExHeavy
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /SakkalMajalla
    /SakkalMajallaBold
    /ScriptMTBold
    /SegoePrint
    /SegoePrint-Bold
    /SegoeScript
    /SegoeScript-Bold
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUIEmoji
    /SegoeUI-Italic
    /SegoeUI-Light
    /SegoeUI-SemiBold
    /SegoeUI-Semilight
    /SegoeUISymbol
    /ShinGoPr5-Bold
    /ShinGoPr5-DeBold
    /ShinGoPr5-ExLight
    /ShinGoPr5-Heavy
    /ShinGoPr5-Light
    /ShinGoPr5-Medium
    /ShinGoPr5-Regular
    /ShinGoPr5-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-DeBold
    /ShinGoPro-ExLight
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinMGoPro-Bold
    /ShinMGoPro-Heavy
    /ShinMGoPro-Light
    /ShinMGoPro-Medium
    /ShinMGoPro-Regular
    /ShinMGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /ShoinControl
    /ShonarBangla
    /ShonarBangla-Bold
    /ShowcardGothic-Reg
    /Shruti
    /Shruti-Bold
    /SimHei
    /SimplifiedArabic
    /SimplifiedArabic-Bold
    /SimplifiedArabicFixed
    /SimSun
    /SimSun-ExtB
    /SimSun-PUA
    /SingeitaiEGP-Ultra-SJIS
    /SingeitaiEG-Ultra-SJIS
    /SinkaiEG-Heavy-SJIS
    /SinkaiEGP-Heavy-SJIS
    /SMPLXmartini
    /SnapITC-Regular
    /SochoEG-Medium-SJIS
    /SochoEGP-Medium-SJIS
    /Sportstfb
    /SPSSMarkerSet
    /Stencil
    /StencilStd
    /Stereofidelic
    /StymieBT-Bold
    /StymieBT-BoldItalic
    /StymieBT-ExtraBold
    /StymieBT-ExtraBoldCondensed
    /StymieBT-Light
    /StymieBT-LightItalic
    /StymieBT-Medium
    /StymieBT-MediumItalic
    /SukenGreek
    /SukenGreek2
    /SukenGreek2Italic
    /SukenGreekItalic
    /SukenJRoman
    /SukenJRomanItalic
    /SukenKigou1
    /Suken-Kigou-10
    /SukenKigou2
    /SukenKigou4
    /SukenKigou5
    /SukenKigou7
    /SukenKigou8
    /Suken-Kigou-9
    /SukenMark2
    /SukenMark3
    /SukenMark4
    /SukenMark6
    /SukenMathScript
    /SukenMathScriptItalic
    /SukenNewsGothic
    /SukenRoman
    /SukenRomanItalic
    /SWGamekeysMT
    /Swiss721BT-Black
    /Swiss721BT-BlackCondensed
    /Swiss721BT-BlackCondensedItalic
    /Swiss721BT-BlackExtended
    /Swiss721BT-BlackItalic
    /Swiss721BT-BlackNo2
    /Swiss721BT-BlackRounded
    /Swiss721BT-Bold
    /Swiss721BT-BoldCondensed
    /Swiss721BT-BoldCondensedItalic
    /Swiss721BT-BoldExtended
    /Swiss721BT-BoldItalic
    /Swiss721BT-BoldRounded
    /Swiss721BT-Heavy
    /Swiss721BT-HeavyItalic
    /Swiss721BT-Italic
    /Swiss721BT-ItalicCondensed
    /Swiss721BT-Light
    /Swiss721BT-LightCondensed
    /Swiss721BT-LightCondensedItalic
    /Swiss721BT-LightExtended
    /Swiss721BT-LightItalic
    /Swiss721BT-Medium
    /Swiss721BT-MediumItalic
    /Swiss721BT-Roman
    /Swiss721BT-RomanCondensed
    /Swiss721BT-RomanExtended
    /Swiss721BT-Thin
    /Swiss721BT-ThinItalic
    /Swiss911BT-Compressed
    /Swiss911BT-ExtraCompressed
    /Swiss911BT-UltraCompressed
    /SWMacro
    /SybilGreen
    /Sylfaen
    /Symbol
    /SymbolMT
    /SymbolTiger
    /SymbolTigerExpert
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /Tandelle
    /Tandelle-Bold
    /Tandelle-BoldItalic
    /Tandelle-Italic
    /Teen
    /Teen-Bold
    /Teen-BoldItalic
    /Teen-Italic
    /TeenLight
    /TeenLight-Italic
    /TektonPro-Bold
    /TektonPro-BoldCond
    /TektonPro-BoldExt
    /TektonPro-BoldObl
    /TempusSansITC
    /Tiger
    /TigerExpert
    /TimesNewRomanMTStd
    /TimesNewRomanMTStd-Bold
    /TimesNewRomanMTStd-BoldCond
    /TimesNewRomanMTStd-BoldIt
    /TimesNewRomanMTStd-Cond
    /TimesNewRomanMTStd-CondIt
    /TimesNewRomanMTStd-Italic
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TraditionalArabic
    /TraditionalArabic-Bold
    /TrajanPro-Bold
    /TrajanPro-Regular
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga
    /Tunga-Bold
    /Tunga-Regular
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-Condensed
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-Italic
    /TwCenMT-Regular
    /UDDigiKyokashoN-B
    /UDDigiKyokashoNK-B
    /UDDigiKyokashoNK-R
    /UDDigiKyokashoNP-B
    /UDDigiKyokashoNP-R
    /UDDigiKyokashoN-R
    /Utsaah
    /Utsaah-Bold
    /Utsaah-BoldItalic
    /Utsaah-Italic
    /Vani
    /Vani-Bold
    /VelvendaCooler
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /Vijaya
    /Vijaya-Bold
    /VinerHandITC
    /Vivaldii
    /VladimirScript
    /Vrinda
    /Vrinda-Bold
    /Waker
    /WCROUGHTRADBta
    /Webdings
    /WeiBeiCS
    /WickendenCafeNDP
    /WickendenCafeNDPBold
    /WickendenCafeNDPBoldItalic
    /WickendenCafeNDPItalic
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /XingShuCS
    /XiSongCS
    /XiSongCT
    /YaoTiCS
    /YentiEG-Extra-SJIS
    /YentiEG-Medium-SJIS
    /YentiEGP-Extra-SJIS
    /YentiEGP-Medium-SJIS
    /YuanheiCS
    /YuGothic-Bold
    /YuGothic-Light
    /YuGothic-Medium
    /YuGothic-Regular
    /YuGothicUI-Bold
    /YuGothicUI-Light
    /YuGothicUI-Regular
    /YuGothicUI-Semibold
    /YuGothicUI-Semilight
    /YuMincho-Demibold
    /YuMincho-Light
    /YuMincho-Regular
    /ZapfChanceryMediumItalic
    /ZapfDingbats
    /ZhongSongCS
    /ZurichBT-Black
    /ZurichBT-BlackExtended
    /ZurichBT-BlackItalic
    /ZurichBT-Bold
    /ZurichBT-BoldCondensed
    /ZurichBT-BoldCondensedItalic
    /ZurichBT-BoldExtended
    /ZurichBT-BoldExtraCondensed
    /ZurichBT-BoldItalic
    /ZurichBT-ExtraBlack
    /ZurichBT-ExtraCondensed
    /ZurichBT-Italic
    /ZurichBT-ItalicCondensed
    /ZurichBT-Light
    /ZurichBT-LightCondensed
    /ZurichBT-LightCondensedItalic
    /ZurichBT-LightExtraCondensed
    /ZurichBT-LightItalic
    /ZurichBT-Roman
    /ZurichBT-RomanCondensed
    /ZurichBT-RomanExtended
    /ZurichBT-UltraBlackExtended
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /WorkingCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed true
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


